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渋沢栄一没後 80年記念事業

近
代
日
本
社
会
の
設
計
者

　

栄
一
は
、
現
在
の
深
谷
市
血
洗
島
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
１
９
３
１
年
に
91
歳

で
こ
の
世
を
去
る
ま
で
、
幕
末
期
に

は
幕
臣
、
明
治
初
期
は
大
蔵
官
僚
と

し
て
活
躍
し
、
そ
の
後
は
実
業
家
と
し

て
、
第
一
国
立
銀
行
、
東
京
商
工
会
議

所
、
東
京
証
券
取
引
所
を
は
じ
め
、
約

５
０
０
社
も
の
企
業
の
創
立
や
運
営
に

携
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
養

育
院
の
創
設
な
ど
約
６
０
０
の
教
育
機

関
・
社
会
活
動
に
も
か
か
わ
り
ま
し
た
。

　
「
自
由
平
等
な
社
会
の
実
現
と
他
人

を
思
い
や
る
道
義
の
確
立
が
大
切
だ
」

　今こそ、渋沢栄一スピリット

交
通
規
制
に
ご
協
力
を   

　

産
業
祭
が
行
わ
れ
る
旧
中
山

道
・
深
谷
駅
周
辺
で
は
、
11
月
12

日
㈯
・
13
日
㈰
の
両
日
、
交
通
規

制
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、市
内
の
各
会
場
周
辺
は
、

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

　　

会
場
周
辺
は
、
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
市
内
各
所
の
臨
時
駐
車

場
か
ら
、
無
料
送
迎
バ
ス
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
（
臨
時
駐
車
場
に
つ

い
て
は
、
４
・
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
）。

 渋 沢 栄 一
没後80年記念事業没後80年記念事業

　郷土の偉人・渋沢栄一が亡くなって今年で80

年になります。市では、栄一がその発展に大きく

寄与した、産業、福祉、教育のこの80年を振り

返り、渋沢栄一の精神、遺徳を市内外にアピール

するため、11月 11日㈮～13日㈰にかけて記

念事業を行います。

　今月の特集では、栄一の偉業を顧み、またイベ

ント内容についてお知らせします（詳細は、４・

５ページを参照）。

渋沢栄一
シンポジ

ウム 12
日㈯

◆渋沢栄一ゆか
りの史跡めぐり

12日㈯・13
日㈰

産 業 
祭 12

日㈯・
13日

㈰

福祉健康
まつり

12日㈯
・13日

㈰

青淵まつ
り 12日

㈯・13
日㈰

深谷発、 
元気日本！

2011.11/11.12.13

今だからこそ

深谷市長　小島  進

　今、関東大震災で、栄一翁
の取った行動が、脚光を浴び
ています。
　震災時に家族が84歳の高
齢な栄一を心配して故郷の血
洗島に避難を促したとき、「わ
しのような老人は、こういう
ときにいささかなりとも働い
てこそ、生きている申し訳が
立つようなものだ」と言った
有名な言葉があります。
　実際に、「大震災善後会」
など次々と立ち上げ、震災後
の復興を成し遂げます。
　栄一翁の行動の規範は、「都
市」の再生ではなく「人」の
再生にありました。栄一翁は
「人心の復興」と言いました。
　これが現在注目されている
栄一翁の行動ではないでしょ
うか。
　栄一翁が没して今年で80
年になります。こうした優れ
た事績、精神を今こそ生かす
時なのです。
　皆さんぜひとも、各会場へ
お越しください。

　
　
渋
沢
栄
一
は
こ
ん
な
人

              

自
ら
の
利
益
よ
り
も
公
益
を
求
め
た
生
涯　

と
悟
り
、
基
本
理
念
と
し
て
、「
忠ち

ゅ
う

恕じ
ょ

の
心
＝
ま
ご
こ
ろ
と
思
い
や
り
」
の
精

神
を
生
涯
を
通
し
て
貫
き
ま
し
た
。　

　

１
９
２
６
・
２
７
年
に
は
、
そ
の
功

績
か
ら
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
候
補
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

栄一が創設・経営にかかわった主な企業
　みずほ銀行 　　　川崎重工業　
   埼玉りそな銀行 　　　住友重機械工業　
　七十七銀行 　　　古河機械金属
　王子製紙 　　　帝国ホテル
　東京海上日動火災保険   帝国劇場
　JR東日本 　　　アサヒビール
　日本郵船 　　　キリンビール
　東洋紡  　　　サッポロビール
　東京ガス 　　　清水建設
　東京電力 　　　日本経済新聞社
　太平洋セメント 　　　など
　IHI  　　　※名称は現在のもの

主な教育・医療・福祉団体
　◆教育機関 　　　跡見学園
　東京大学 　　　二松学舎   
　一橋大学 　　　日仏会館
　工学院大学 　　　◆医療・福祉団体
　明治大学 　　　東京慈恵会   
　早稲田大学 　　　日本赤十字社
　専修大学 　　　済生会
　青山学院大学 　　　聖路加国際病院
　同志社大学 　　　埼玉育児院
　日本女子大学 　　　滝乃川学園
　東京女学館 　　　など
　東京経済大学 　　　※名称は現在のもの

渋沢栄一記念
館

旧中山道・
深谷駅周辺

深谷城址
公園

渋沢栄一記
念館

深谷駅
前銅像

献花式
11日

㈮
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青淵まつり
　大人から子どもまで楽しめる
イベントや地元の文化を紹介し
ます。地元の子どもたちによる
「子ども商店」が登場します。
あふかや市商工会豊里支所
　（☎ 587‐ 2113）

◆大抽選会
ブースでのお買い物により参
加できます（豪華景品多数）。

◆商店による自慢料理や物品な
どの販売

◆軽トラ市（野菜・花販売）
◆野菜・花・牛乳などの無料配布

深谷駅

国道17号

国道17号バイパス

福川

小山川

旧中山道

深谷市役所●

唐
沢
川

遊
歩
道（
あ
か
ね
通
り
）

深谷城址公園

旧渋沢邸
「中の家」
尾高惇忠生家

　     1
日本煉瓦

JR高崎線

A 歴史ゾーン

B 社会福祉ゾーン

C 産業ゾーン

深谷警察署
　　　　●

P2

P1

P3

3渋沢栄一
　　　記念館

54

2誠之堂
　清風亭
　（大寄公民館敷地内）

●

【13日のみ】
◆ステージイベント
獅子舞、みこし、太鼓、ダンス、
よさこい、カラオケなど

◆コスプレ大会
◆子ども商店

渋沢栄一没後 80年記念事業 イベントマップ

福祉健康まつり
～受け継ごう！渋沢栄一の
　　 福祉事業にかけた熱き思い～

　市民や団体などの福祉やボランティア活動、医療への理解を深め、福
祉や健康に対する意識の高揚を図ることを目的に、関係機関および団体
と行政で行う協働事業です。
あ福祉課（☎ 574‐ 6644）

◆市内の福祉施設や団体などによる模擬店
◆健康に関する各種相談コーナー
◆深谷市地域医療フォーラム
　13 日㈰午後 1時～
　深谷市民文化会館小ホール
◆心の輪を広げる深谷市障害者文化作品展

産業祭
～深谷のイイモノ大集合！～

　渋沢栄一の “ふるさと ”である、わが
深谷市では、その精神を未来へと受け継いでいくため、「深谷市の産業
の魅力と渋沢栄一精

スピリット

神の発信」をテーマに秋の祭典・深谷市産業祭を開
催します。
　今

こん　にち

日の深谷市の発展の礎ともなった「旧中山道」周辺を会場に、江戸
時代に宿場町としてにぎわった「深谷宿」を再現すべく、市内企業・事
業者の商工業製品や、農家が育てた新鮮な野菜や畜産物、花や植木など
の魅力的な深谷産の “イイモノ ”が大集合します。
あ商工振興課（☎ 574‐ 6650）

◆『野良着コレクション（ふかや野良コレ）』
農業の「格好」といえば「野良着」！
手作り品や既製品に工夫を凝らすなど、作品はアイディア次第♪
オリジナリティーあふれる野良着、ファッション性に優れた野良着など、
カッコイイ＆カワイイ “ふかや野良コレ ”ファッションを発表します。

　あ農業振興課（☎ 574‐ 6648）
◆N‐１グランプリ
“ ふるさと ” で愛されている麺

めん

類が集まって、
味自慢＆味比べ！
麺類最強の称号を賭けて、大激突！
自分好みの麺類を探してみてください。

　あ商工振興課（☎ 574‐ 6650）
◆にぎわい通り商店街
どこか懐かしい雰囲気漂う横丁のような商店街を再現！昭和の香りが、
ギュッと詰まった商店街が産業祭期間限定で開店です♪

　あ深谷商工会議所青年部（☎ 571‐ 2145）

臨時駐車場
　市内各所の駐車場から各会
場への無料送迎バスを運行し
ます。

P1  深谷中学校

P2  消防本部

P3  カントリーエレベーター

※上記駐車場のほか
▪深谷ビッグタートル
▪埼玉工業大学
▪川本総合支所
▪花園総合支所
　駐車場もご利用ください。

記念シンポジウム
～渋沢栄一とまちづくり～

　渋沢栄一の足跡を顕彰します。また、
著名なパネリストをお招きし、あるべきまちづくりの姿について考えます。
あ生涯学習課（☎ 572‐ 9581）

⑴開会あいさつ　深谷市長　小
こ

島
じま

進
すすむ

⑵問題提起　渋沢栄一記念財団渋沢史料館館長　井
いの

上
うえ

潤
じゅん

氏
⑶基調講演「社会企業家の先駆者 渋沢栄一」文京学院大学教授　島

しま

田
だ

昌
まさ

和
かず

氏
⑷パネルディスカッション
　＜パネリスト＞
　　▪埼玉県知事　上

うえ

田
だ

清
きよ

司
し

氏
　　▪東京商工会議所会頭　岡

おか

村
むら

正
ただし

氏
　　▪㈱ドトールコーヒー創業者・名誉会長　鳥

とり

羽
ば

博
ひろ

道
みち

氏（深谷市出身）
　　▪深谷市長　小島進
　＜モデレーター＞
　　▪長岡大学准教授・明治大学大学院兼任講師　松

まつ

本
もと

和
かず

明
あき

氏

渋沢栄一ゆかりの
史跡めぐり
　シャトルバスやウオーキングで市内各史跡を巡り、スタンプを集めて、文化
財缶バッジをもらおう。また、各史跡ではさまざまなイベントも開催します！
あ生涯学習課（☎ 572‐ 9581）

1日本煉瓦（上敷免 28‐ 10）
　午前 10時～午後 3時　ホフマン輪窯特別公開
　13日のみ　太鼓演奏、地場産品・飲食物販売
2誠之堂・清風亭 ( 起会 110‐ 1）
　午前 10時～午後 3時
　カフェ、ミニコンサート、内ヶ島万作踊りほか
3渋沢栄一記念館（下手計 1204）
　記念シンポジウム
4旧渋沢邸「中の家」（血洗島 247‐ 1）
土蔵巡り、血洗島獅子舞、企画展示「深谷の生糸産業と富国館」、カフェ、
藍染め体験（事前募集）、お茶会、琴演奏会、昔の遊び（竹とんぼ・ベ
イゴマ・紙芝居など）、書道パフォーマンス、民具展示など

5特別公開「尾高惇忠生家」　13日㈰午前 10時～午後 3時

◆渋沢栄一と尾高惇忠展　12日㈯・13日㈰午前 9時～午後 4時
　深谷市民文化会館展示室（本住町 17‐ 1）
◆渋沢栄一とその時代　1日㈫～ 13日㈰午前 10時～午後 4時 30分
　深谷図書館郷土資料室（仲町 19‐ 3）
◆まち歩き　12日㈯午前 10時～正午
　コース：旧中山道沿道歴史的建物　定員：先着 30人（当日受け付け）

11月 12日㈯・13日㈰
会場：渋沢栄一記念館ほか

11月 12日㈯・13日㈰
会場：深谷城址公園

11月 12日㈯・13日㈰
会場：旧中山道・深谷駅周辺

11月 12日㈯13:30～
会場：渋沢栄一記念館

11月 12日㈯・13日㈰
会場：市内各史跡

Ａ 歴史ゾーン B 社会福祉ゾーン

C 産業ゾーン

Ａ 歴史ゾーン
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市税総額

市民１人当たりの税額

183億6,138万円
固定資産税（46.8%） 85億8,670万円 （58,186円）

市民税（44.1%） 80億9,875万円 （54,880円）

市たばこ税（4.8%） 8億8,675万円 （6,009円）
都市計画税（2.9%） 5億3,535万円 （3,628円）
軽自動車税（1.4%） 2億5,383万円 （1,720円）

地域発展のために

平成 22年度における一般会計の決算概況をお知らせ
します。
歳入は、景気の低迷に伴い市税が減額となったものの、

地方財政の財源不足を賄うために国から交付される地方
交付税が大幅に増えたほか、地域振興を目的とした新た
な基金（まちづくり振興基金）を積み立てるために市債
を借り入れたことなどから、総額としては前年度を上回る
523億 5,558万円となりました。
歳出は、職員の削減や事業仕分けの結果を踏まえた事

務事業の見直しなどにより、人件費および普通建設事業
費が減少した一方、生活保護世帯の増加や子ども手当の
支給開始に伴い扶助費が増加したことに加え、まちづく
り振興基金および減債基金への積立金が増加したことな
どによって前年度を上回り、総額で494億 973万円とな
りました。

市税の内訳

一般会計歳入 523億5,558万円 一般会計歳出 494億973万円

■問い合わせ　
　財政課（☎ 574‐ 6632）

市民１人当たりに
使われたお金

　人口は外国籍のかたを含
む147,573人（平成23年3月
31日現在）で計算

※ 表示単位未満を四捨五入
しているため、合計が合
わない場合があります。

334,815円

算 報 告決

市債(借入金)の状況
一般会計の借入残額

293億9,260万円

※ 表示単位未満を四捨五入しているた
め、合計が合わない場合があります。

平成 22 年度

494億973万円

124,422円

平成22年度
歳入歳出決算

主な事業を紹介します

【民生費】  
▪障害者支援事業 12 億 9,992 万円
▪生活保護費支給事業 19 億 9,963 万円
▪介護保険事業負担金 10 億 7,822 万円
▪こども手当支給事業　（児童手当分を除く）
 25 億 3,099 万円
▪こども医療費支給事業 3 億 9,070 万円
  
【総務費】  
▪コミュニティバス運行事業 6,118 万円
▪まちづくり振興基金積立金 35 億 4,000 万円
  
【衛生費】  
▪ごみ収集委託事業 3 億 6,016 万円
▪火葬施設建設事業 12 億 9,451 万円
▪予防接種事業 2 億 2,887 万円
▪がん検診事業 1 億 2,422 万円

【土木費】  
▪道路新設改良事業 5 億 4,914 万円
▪北通り線整備事業 1 億 5,843 万円
▪中央土地区画整理事業 3 億 1,266 万円
▪下水道事業会計繰出金 17 億 8,680 万円
  
【教育費】  
▪コンピュータ教材整備事業（小・中学校）  
 2 億 2,146 万円
▪小・中学校大規模改修事業　（耐震補強工事など）
 6 億 3,499 万円

教育費（9.0%）
44億6,794万円

公債費（6.8%）
33億4,124万円

消防費（3.8%）
18億6,037万円

農林水産業費（2.4%）
11億7,500万円

その他（2.5%）
12億1,534万円

民生費（33.7%）
166億7,538万円

総務費（21.7%）
107億2,883万円

衛生費（10.1%）
50億167万円

土木費（10.0%）
49億4,396万円

その他（0.4%）
2億918万円
使用料及び手数料（0.8%）
4億3,480万円

諸収入（2.1%）
10億9,525万円

繰入金（2.9%）
14億9,250万円

分担金及び負担金（2.4%）
12億4,870万円

繰越金（7.3%）
38億914万円

県支出金（4.9%）
25億7,289万円

市債（11.3%）
59億1,680万円

国庫支出金（12.6%）
66億756万円

地方交付税（14.9%）
77億8,769万円

地方譲与税（1.4%）
7億4,049万円

地方消費税交付金（2.4%）
12億7,536万円

その他（1.5%）
8億383万円

自主財源

依存財源 市税（35.1%）
183億6,138万円

教育債（10.9%）
32億144万円

減税補てん債（6.8%）
19億8,954万円

消防債（3.6%）
10億6,202万円

公営住宅債（2.9%）
8億5,534万円

民生債（1.8%）
5億3,184万円

その他（20.3%）
59億7,234万円

土木債（13.1%）
38億3,644万円

臨時財政対策債
（40.6%）
119億4,364万円

（　　）内は市民１人当たりの税額
人口は外国籍のかたを含む147,573 人
　　　　　　　　（平成 23年 3月31日現在）で計算

民 生 費 112,998円
総 務 費 72,702円
衛 生 費 33,893円
土 木 費 33,502円
教 育 費 30,276円
公 債 費 22,641円
消 防 費 12,606円
農 林 水
産 業 費 7,962円
そ の 他 8,235円

■特別会計は、特定の事業を行うために、
　一般会計と区別して経理される会計です

区　　分 歳入総額 歳出総額

国民健康保険 151億4,959万円 144億2,561万円

老 人 保 健 534万円 534万円

後期高齢者医療 19億   648万円 18億9,298万円

国 済 寺
土地区画整理 8億7,566万円 8億4,806万円

岡 中 央
土地区画整理 1億4,995万円 8,767万円

武 川 中 央
土地区画整理 1億5,446万円 1億2,712万円

小前田駅北西部
土地区画整理 1億7,391万円 1億3,882万円

農業集落排水 10億5,064万円 9億8,468万円

■深谷市では、水道事業と下水道事業が企業
会計となっています

区　　分 収入済額 支出済額
収 益 的 収 支 26億3,506万円 21億8,714万円
資 本 的 収 支 11億9,993万円 18億5,992万円

【水道事業会計】（税込み）

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額について
は、水道事業会計内の内部留保資金などで賄っています。

区　　分 収入済額 支出済額
収 益 的 収 支 17億   649万円 16億8,427万円
資 本 的 収 支 15億6,668万円 22億5,838万円

【下水道事業会計】（税込み）

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額について
は、下水道事業会計内の内部留保資金などで賄っています。

市有財産の状況

公
　
有
　
財
　
産

行政財産
土地 2,880,591㎡
建物 382,156㎡

普通財産
土地 264,414㎡
建物 9,404㎡

物権（地上権） 495㎡
有価証券（テレビ埼玉株券ほか） 2,875万円
出資による権利 23億7,676万円

債　権 貸付金 2億3,857万円
基　金 行政振興基金など 158億3,304万円 ※ 表示単位未満を四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。



82011.10. 広報ふかや9 2011.10. 広報ふかや

息
を
合
わ
せ
て

　

秋
は
運
動
会
の
季
節
で
す
。
小
・
中

学
校
を
は
じ
め
、
公
民
館
で
も
地
区
の

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
準
備
を
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

負
け
ず
嫌
い
の
わ
た
し
も
先
頭
に

な
っ
て
玉
入
れ
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま

し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
協
力
す
る
機
会

が
減
っ
て
お
り
、
少
し
残
念
な
思
い
を

し
て
い
ま
す
。

　

運
動
会
の
種
目
の
一
つ
に
二
人
三
脚

が
あ
り
ま
す
。
２
人
が
足
を
結
び
、
息

を
合
わ
せ
て
進
む
お
な
じ
み
の
種
目
で

す
。
お
互
い
が
恥
ず
か
し
が
っ
て
遠
慮

し
た
り
、
声
を
出
さ
な
い
で
い
る
と
、

ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
り
よ
ち
よ
ち
歩
き

だ
っ
た
り
、
揚
げ
句
の
果
て
は
足
が
そ

ろ
わ
ず
転
倒
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

市
政
運
営
も
こ
れ
に
似
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
思
い
や
地
域
の
考
え
を
し
っ

か
り
と
伝
え
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
市

の
情
報
を
的
確
に
お
知
ら
せ
し
な
い

と
、
お
互
い
が
安
定
し
て
前
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
と
市
が
お

互
い
に
声
を
掛
け
合
い
揺
る
ぎ
な
く
進

ん
で
い
く
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

　

７
月
か
ら
各
自
治
会
の
ご
協
力
に
よ

り
「
２
０
２
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
始

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
内
に

は
２
０
２
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
市
政
の
ご
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
か
ら
は

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

既
に
座
談
会
を
行
っ
た
あ
る
自
治
会

長
さ
ん
か
ら
「
も
っ
と
み
ん
な
本
音
は

あ
る
け
れ
ど
、
遠
慮
し
た
部
分
も
あ
っ

た
か
な
。」
と
い
う
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
お
互
い
が
気
兼

ね
し
な
い
、
率
直
な
意
見
交
換
の
機
会

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

深谷市長　小島　進

「
デ
ン
デ
ラ
」　（
日
本
・
１
１
８
分
）

と
き　

10
月
２
日
㈰
〜
８
日
㈯
①
②
③

内
容　

山
に
捨
て
ら
れ
た
高
齢
者
た
ち

が
集
団
と
な
り
、
復ふ

く

讐
し
ゅ
う

の
た
め
の
反
撃

を
開
始
す
る
。

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
・
ハ
ー
ト
」

（
ア
メ
リ
カ
・
61
分
）

と
き　

10
月
２
日
㈰
〜
８
日
㈯
④
、
10

月
９
日
㈰
〜
15
日
㈯
午
前
９
時
〜

内
容　

ロ
シ
ア
の
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
被
害
の
実
態
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー

「
戦
火
の
ナ
ー
ジ
ャ
」

（
ロ
シ
ア
・
１
５
０
分
）

と
き　

10
月
９
日
㈰
〜
15
日
㈯
①
②
③
④

内
容　

１
９
４
１
年
の
ロ
シ
ア
戦
線
。

生
き
別
れ
に
な
っ
た
父
娘
が
過
酷
な
戦

況
の
中
で
た
ど
る
数
奇
な
物
語

「
花
の
街
ふ
か
や
映
画
祭
」

と
き　

10
月
16
日
㈰
〜
22
日
㈯

内
容　

入い
り

江え

悠ゆ
う

監
督
特
集
。
深
谷
オ
ー

ル
ロ
ケ
・
イ
ン
デ
ィ
ー
ズ
作
品
を
日
替

わ
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上
映

入
場
料　

前
売
り
＝
１
，８
０
０
円
、

当
日
＝
２
，０
０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 「
日
輪
の
遺
産
」（
日
本
・
１
３
４
分
）

と
き　

10
月
23
日
㈰
〜
29
日
㈯
①
②
③
④

内
容　

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
財
宝
隠
匿
の
任

務
を
実
行
す
る
少
女
た
ち
と
そ
の
運
命

※
佐さ

さ々

部べ

清
き
よ
し

監
督
の
ト
ー
ク
を
予
定

※
上
映
情
報
は
す
べ
て
予
定
で
す
。
予
告

な
し
に
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

定
期
上
映
時
間

①
午
前
10
時
30
分
〜

②
午
後
１
時
30
分
〜

③
午
後
４
時
30
分
〜

④
午
後
７
時
30
分
〜

通
常
料
金　

１
，０
０
０
円　

あ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
シ
ア
タ
ー
・
エ
フ
（
☎

５
５
１
‐
４
５
９
２
）

※
火
曜
日
定
休

第
６
回
ふ
か
や
シ
ティハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

と
き　

平
成
24
年
２
月
26
日
㈰

（
雨
天
決
行
）

と
こ
ろ　

仙
元
山
公
園

参
加
料　

一
般
＝
３
，０
０
０
円
、

高
校
生
＝
１
，５
０
０
円
、
中
学

生
＝
１
，０
０
０
円
、
小
学
生
＝

５
０
０
円
、
親
子
＝
１
，５
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
な
ど
を
含
む
）

申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫
〜
平
成

24
年
１
月
10
日
㈫
ま
で
に
、ス
ポ
ー

ツ
エ
ン
ト
リ
ー
（
☎
０
５
７
０
‐

０
３
７
‐
８
４
６
・
か
「
ス
ポ
ー

ツ
エ
ン
ト
リ
ー
」
で
検
索
）
へ

※
詳
し
く
は
、
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
（
市
役
所
本
庁
舎
・
総
合
支

所
・
公
民
館
・
運
動
施
設
な
ど
で

配
布
）
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項　

参
加
申
し
込
み
に
つ

い
て
は
、
種
目
別
に
定
員
と
な
り

次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

企
業
・
団
体
協
賛
を
募
集
中
!!

　

大
会
折
り
込
み
チ
ラ
シ
な
ど
へ

の
広
告
掲
載
な
ど
を
募
集
し
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ふ
か
や
シ
テ
ィ

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）

ハーフ・10㎞は日本陸上競技連盟公認コース

種目・定員 部門 スタート時間

ハーフ
（21.0975㎞）
先着2,800人

日本陸連登録者男子（高校生以上）
日本陸連登録者女子（高校生以上）
一般男子（高校生以上39歳以下）
一般女子（高校生以上39歳以下）
一般男子（40歳以上59歳以下）
一般女子（40歳以上）
一般男子（60歳以上）

午前9時40分

10㎞
先着1,200人

午前9時15分

5㎞
先着700人

一般男子（高校生以上39歳以下）
一般女子（高校生以上39歳以下）
一般男子（40歳以上59歳以下）
一般女子（40歳以上）
一般男子（60歳以上）

午前10時

3㎞
中学生男子・女子
※県内在住者に限る

午前9時10分

2.4㎞
小学校4～6年生男子
小学校4～6年生女子
※県内在住者に限る

午前8時40分

1.6㎞
親子（小学校1～3年生と保護者）
※市内在住者に限る

午前9時

学
校
問
題
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
設
置

1　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
現
場
で

発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
運
営
上
の
問
題

に
直
面
し
て
い
る
学
校
を
支
援
し
、
教

員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
た
め
、『
深
谷
市
学
校
問
題
サ
ポ
ー

ト
チ
ー
ム
』を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、こ
れ
ま
で
県
内
で
初
め
て
、

校
長
経
験
者
を
中
心
と
し
た
退
職
教
員

に
よ
る
「
学
校
総
合
支
援
員
」
を
配
置

し
、
学
校
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
決
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
さ
ら
に
、
弁
護
士
や
警
察

官
Ｏ
Ｂ
、
学
校
福
祉
相
談
員
な
ど
に
よ

る
『
学
校
問
題
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
』
を

設
置
し
、
よ
り
困
難
な
問
題
や
、
法
的

な
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
に
対
応

す
る
た
め
、
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
、
問
題
の
早
期

解
決
お
よ
び
適
切
な
対
応
を
す
る
た

め
、
専
門
的
な
見
地
か
ら
、
学
校
へ
の

指
導
や
助
言
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
７
８
）

・法的な判断が必要な場合
・警察などとの連携が必要な場合
など

問題発生

学校総合支援員教職員による対応
困難・重大なケース

学校問題
サポートチーム

学校 教育委員会
報告・連絡・相談

連
携

会
議
招
集

早期解決…安定した教育環境の維持

教員が子どもと向き合う時間を確保

10月のご案内
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江 戸 遊 学

※本コーナーの全編を通じて、登場する人物については、歴史上の人物としてその敬称を略します。また、年齢
については、当時の通例に従い数え年の表記とします。

　

市
内
農
産
物
を
テ
ー
マ
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
会
場
で
、
ピ
ン
ク
に
そ
ろ
え
た
衣

装
を
ま
と
い
、
華
や
か
に
花
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
団
体
が
い
ま
す
。

　

若
手
の
鉢
花
生
産
者
団
体
『
花
の
プ

リ
ン
ス
倶
楽
部（
以
下
花
プ
リ
）』で
す
。

　

花
プ
リ
は
、
若
い
世
代
の
花
離
れ
と

い
う
問
題
に
対
し
、「
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
教
室
」
な
ど
を
通
し
て
『
花は

な

育い
く

』
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

花
育
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
花
を

育
て
、
親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
優
し

さ
な
ど
を
養
お
う
と
す
る
取
り
組
み
で

す
。
こ
れ
ま
で
開
催
し
た
キ
ッ
ズ
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
は
14
回
。
１
，
３
０
０

人
を
超
え
る
参
加
者
が
、
花
と
の
ふ
れ

あ
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

花
プ
リ
の
発
足
は
平
成
20
年
。「
鉢

花
生
産
地
と
し
て
の
深
谷
を
も
っ
と

P
R
し
た
い
」
と
い
う
思
い
の
下
、

40
歳
以
下
の
鉢
花
生
産
者
14
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
の
ほ
か
、
小
学
校
へ
出
向
い

て
の『
花
の
寄
せ
植
え
教
室
』、母
の
日
・

敬
老
の
日
な
ど
に
ち
な
ん
だ
『
花
カ
ゴ

の
作
製
』
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
花
の

潤
い
を
取
り
入
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
生
産
者
と
し
て
、
鉢
花
の
消
費

拡
大
と
い
っ
た
効
果
は
未
知
数
で
あ
る

中
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
お
礼
の
手

紙
や
、「
ま
た
や
り
た
い
」「
大
切
に
し

ま
す
」
と
い
う
言
葉
に
、
力
を
も
ら
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

部
長
の
清
水
さ
ん
は
、「
今
後
、
こ

の
活
動
を
も
っ
と
広
く
知
っ
て
も
ら
っ

て
、
た
く
さ
ん
の
か
た
と
協
力
し
な
が

ら
、
花
の
楽
し
み
方
を
伝
え
て
い
き
た

い
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
に
は
、
花
と

の
良
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

▲各種イベント会場で開催する『キッズ

ガーデニング教室』はいつも大盛況！

　　～花のプリンス倶楽部～

清
し

水
みず

幹
みき

央
お

 部長

﹇
第
４
回
﹈

母の手へ

田中　大
おお

澤
さわ

誠
せい

一
いち

 さん

　私には、小さいころから父がなく、母親一人に育

てられた。小学校の頃のある授業参観の日、母の手

は少し泥がついて汚れていた。「いやだなぁ」と思っ

た。今思えば、母はたった一人で農業をして、四人

もの子どもを育てるのだから、苦労は並大抵ではな

かったろう。

　私が教員になったころもその手はごつく、うす汚

れていた。その手のおかげで私は大きくなれた。が

んばれるのだと思う。

　今は、亡き母のその手に「ありがとう」と思う。

 優秀賞
一般の部

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
て
る

　

信
州
一
円
の
紺こ

う

屋や

を
巡
る
旅
か

ら
戻
っ
て
間
も
な
い
安
政
五
年

（
一
八
五
八
）
の
十
二
月
、栄
一
（
十
九

歳
）
は
、
尾お

高だ
か

家け

の
三
女
で
新し

ん

五ご

郎ろ
う

（
惇じ

ゅ
ん

忠ち
ゅ
う

）
や
長ち

ょ
う

七し
ち

郎ろ
う

の
妹
で
あ
る
千ち

代よ

（
十
八
歳
）
と
結
婚
し
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
写
真
を
見
ま
す
と
、
い
か

に
も
「
手た

お

や

め

弱
女
」
と
い
う
表
現
が
ふ
さ

わ
し
い
よ
う
な
美
し
く
気
品
の
あ
る
千

代
の
容
姿
で
す
が
、
し
っ
か
り
し
た
気

性
の
持
ち
主
で
、
荒
々
し
い
農
作
業
に

も
他
人
に
後
れ
を
取
る
よ
う
な
こ
と
は

な
か
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

嫁
も
迎
え
、
さ
ら
に
家
業
に
精
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
栄
一
で
す
が
、

激
動
す
る
時
代
の
中
で
、
一
農
民
と
し

て
安あ

ん

閑か
ん

と
し
て
は
い
ら
れ
な
い
、
江
戸

へ
出
て
学
問
を
し
た
い
、
と
い
う
思
い

が
募
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

す
で
に
尾
高
家
で
は
、
長
男
と
し
て

家
業
を
切
り
盛
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
新
五
郎
に
代
わ
り
、
長
七
郎
が
早
く

か
ら
江
戸
へ
出
て
、
下し

た

谷や

練ね
り

塀べ
い

小こ

う

じ路
の

海か
い

保ほ

塾じ
ゅ
く

で
漢
学
を
、
神か

ん

田だ

和い

ず

み泉
橋ば

し

の
伊い

庭ば

道ど
う

場じ
ょ
う

で
剣
術
を
学
び
な
が
ら
、
広
く

諸
方
の
志
士
と
交
わ
り
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　

長
七
郎
の
主
な
交
友
に
は
、
多た

賀が

谷や

勇い
さ
む

（
長
州
藩
）・
原は

ら

市い
ち

之の

進し
ん

（
水
戸
藩
）・

菊き
く

池ち

教の
り

中な
か（
宇
都
宮
藩
）・
大お

お

橋は
し

訥と
つ

庵あ
ん（
江

戸
の
儒
者
）、下し

も
つ
け
の
く
に

野
国
の
一
連
の
人
々

で
あ
る
河こ

う

野の

顕け
ん

三ぞ
う

（
医
者
）・
小こ

島じ
ま

強き
ょ
う

介す
け

（
商
人
）・
小お

山や
ま

朝と
も

弘ひ
ろ

（
医
者
）・

横よ
こ

田た

東と
う

四し

郎ろ
う

（
商
人
）・
川か

わ

連づ
ら

虎と
ら

一い
ち

郎ろ
う

（
大
庄
屋
）
な
ど
が
い
ま
す
。
栄

一
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
長
七

郎
は
、
日
本
で
一
、二
の
剣
名
を
う

た
わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

栄
一
の
た
っ
て
の
願
い
に
、
と

う
と
う
父
親
も
折
れ
、
春
先
の
農
閑

期
に
限
り
、
こ
れ
を
許
す
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
文
久
元
年

（
一
八
六
一
）
の
春
、
念
願
の
江
戸

行
き
が
か
な
っ
た
の
で
す
。栄
一
は
、

海
保
塾
に
寄
宿
し
な
が
ら
漢
学
を
、

神
田
お
玉
が
池
の
千
葉
道
場
で
は
剣

術
を
学
び
ま
す
。
栄
一
も
ま
た
、
時

代
の
風
が
吹
く
江
戸
の
地
に
立
つ
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

（
文
：
新
井
慎
一
）

▶
千
代
夫
人
（
渋
沢
栄
一
史
料
館
提
供
）

　
留
守
が
ち
の
栄
一
に
代
わ
り
、
け
な
げ
に

家
を
守
る
千
代
を
気
遣
い
、
栄
一
は
た
び
た

び
愛
情
あ
ふ
れ
る
手
紙
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　石塚にお住まいの髙野さんご夫妻は、結婚

56年目。治和さんは、教師生活一筋40年。

忙しい夫を、農家を営みながら多喜子さんが

支えてきました。退職後、治和さんは足を悪

くされましたが、天気の良い日は、多喜子さ

んの押す車いすで、仲良く散歩に出掛けます。

3世代7人のご家族は、そんなお二人にいつ

も温かく包まれています。夫婦円満の秘
ひ

訣
け つ

は、

家庭でも、ホ
報 告

ウ・レ
連 絡

ン・ソ
相 談

ウを怠らず、何で

も一緒に決めることだそうです。

陽だまりの
散歩道

『尾高新五郎（惇忠）』
　1830年下手計村生まれ。栄一とはい
とこ関係に当たり、栄一の雅号“青

せい

淵
え ん

”
の名付け親でもあります。
　忌み名（実名）は惇忠、通称を新五郎、
藍
らん

香
こ う

と号しました。
　栄一の学問の師であり、栄一は少年時
代新五郎の元に通い、論語などを学びま

した。また、栄一の思想や人格形成にも
大きな影響を与えています。
　そのことから、後の人々は、
“藍香ありてこそ、青淵あり”
とたたえています。
　実業家としても、栄一がその設立に大
きくかかわった『富岡製糸場』の初代場
長や第一国立銀行仙台支店支配人などを
歴任しています。

髙
こ う

野
の

 治
は る

和
か ず

さん（80歳）

　 多
た

喜
き

子
こ

さん（78歳）

髙
こ う

野
の

 治
は る

和
か ず

さん（80歳）

　 多
た

喜
き

子
こ

さん（78歳）
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　ドーム状の空間に、繊細で透明感のある音が響き渡り、

参加された100人のかたがたは、クラシックの優雅な

旋律に酔いしれました。

　シンポジウムには、友好都市田野畑村から上
かみ

机
つくえ

村長も

参加され、被災地からの視点で今後の安全なまちづくり

について話されました。

　子育てに関心の高いお母さんがた24人が参加され、

子どもの「イヤ！」と上手に付き合う方法や、自分自身

への心掛けについて、熱心に聞き入っていました。

　「午後7時10分。同時刻に思い思いの場所で、線香花

火に火をともそう」の声掛けに、たくさんの人が参加。

世界で一番大きい（？）花火大会が開催されました。

　台風による被害を受けた友好都市の南魚沼市に、8月

11日・22日の2日間、社会福祉協議会から災害ボラン

ティアを派遣しました。

　宇宙に行った時の体験談や、現在進行中の宇宙開発、夢

を追うことの大切さについて話してくれました。参加し

た子どもたちは、食い入るように聞いていました。

　小学生27人がホバークラフト作りを体験しました。

仕組みを学びながら作製し、完成した物を体育室で走ら

せ楽しみました。

　今年度で3回目を迎えた報告会。昨年度発掘調査した

遺跡について、学芸員が写真を交えながら解説。下郷遺

跡からは、文字が書かれた土器も多数出土しました。

ライトアップされたステージで演奏する会
あい
田
だ
不
ふ
死
じ
人
と
さん

左から小
こ
島
じま
市長、上机村長、髙

たか
田
だ
自治会連合会長、高

たか
田
だ
PTA連合会長

講師は埼玉工業大学人間社会学部心理学科の友
とも
田
だ
貴
あつ
子
こ
准教授 メーン会場となった深谷シネマには、約200人が集まりました

浸水家屋の泥上げ・清掃などの活動を行いました

この素晴らしい「ふるさと地球」を大切に守っていかなければならないと話す土井さん

昆虫展の一画に、ふかや緑の王国の森が再現されました

収穫したもち米は、友好都市田野畑村へも贈られます

美音にうっとり「オカリナコンサート」
深谷公民館中庭

わたしたちの安全を考える「総合防災訓練」
深谷ビッグタートル

そうそう、納得！！子育て講演会
埼玉工業大学臨床心理センター

みんながつながる「深谷線香花火大会」
深谷シネマ中庭

体力に自信のある災害ボランティア大活躍
新潟県南魚沼市

宇宙飛行士 土
ど

井
い

隆
たか

雄
お

さん講演会
深谷市民文化会館

上手にできたよ！！ホバークラフト教室
藤沢公民館

珍しい昆虫大集合！！夏休み昆虫展
深谷市立図書館

考古学ファン待望の「遺跡発掘調査報告会」
深谷公民館

白鳥はばたく「田んぼアート」
川本南小学校

  9 ／
 ７

  9 ／
 10

  9 ／
 13

  8 ／
 27

  9 ／
 ３

  8 ／
 23

  8 ／
 19

  9 ／
 10

  9 ／
 12

  8 ／
 22

　川本南小学校5年生の皆さんが、今年6月に学校北の

田んぼに植えた苗が成長し、鮮やかな白鳥の姿を映し出

しました。

　ＴＶチャンピオン（テレビ番組）初代昆虫王のコレク

ションなど珍しい昆虫標本や、昆虫写真パネルの展示、

昆虫に関する図書の展示が行われました。

上手に走れるよう、細かい部分にも注意を払っています

お誕生日
おめでとうご

ざいます

 祝!! 100歳

野
の

口
ぐち

きちさん（萱場）8月22日生 中
なか

村
むら な　か

さん（本田）9月18日生
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入
園
資
格　

市
内
に
住
居
を
有

し
、
４
歳
児
＝
平
成
19
年
４
月
２

日
〜
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ
、
５

歳
児
＝
平
成
18
年
４
月
２
日
〜
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ

授
業
料　

月
額
７
，４
０
０
円

留
意
事
項

1
明
戸
・
大
寄
・
豊
里
幼
稚
園

で
、午
後
２
時
〜
３
時
ま
で
の「
預

か
り
保
育
」
を
希
望
に
よ
り
実
施

し
ま
す
。そ
の
他
の
幼
稚
園
で
は
、

希
望
に
よ
り
試
行
し
ま
す
。

2
１
学
年
が
６
人
に
満
た
な
い
場

合
は
、異
年
齢
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
届
け
出
が
必
要

で
す

　

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

か
た
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

届
け
出
は
加
入
す
る
と
き
だ
け

で
な
く
、
被
保
険
者
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

　

も
し
、
届
け
出
が
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
取
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し

ま
し
ょ
う
。

届
け
出
が
必
要
な
と
き

●
20
歳
に
な
っ
た
と
き
（
厚
生
年

金
や
共
済
年
金
加
入
者
を
除
く
）

＝
第
１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

●
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
加
入
者

が
退
職
し
た
と
き
＝
第
２
号
被
保

険
者
か
ら
第
１
号
被
保
険
者
に
な

り
ま
す
（
第
３
号
被
保
険
者
に
該

当
す
る
場
合
を
除
く
）。

●
第
２
号
被
保
険
者
で
あ
る
配
偶

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
が
、
配
偶

者
が
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
を
辞

め
た
と
き
＝
第
３
号
被
保
険
者
か

ら
第
１
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
物

1
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
が
分
か
る
書
類（
20
歳
に
な
り
、

初
め
て
年
金
に
加
入
す
る
場
合
を

除
く
）

2
退
職
日
が
分
か
る
書
類

例
厚
生
年
金
・
社
会
保
険
資
格
喪

失
証
明
書
、
退
職
証
明
書
、
雇
用

保
険
離
職
票
な
ど

3
印
鑑
（
届
け
出
す
る
本
人
が
自

署
す
る
場
合
は
不
要
）

届
け
出
先　

保
険
年
金
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

平成24年度市立幼稚園園児募集
●問い合わせ　学校教育課（☎572‐9578）

3
入
園
希
望
者
が
10
人
に
満
た
な

い
幼
稚
園
は
休
園
と
な
り
ま
す
。

4
上
柴
西
・
東
小
学
校
区
域
は
上

柴
西
幼
稚
園
、
豊
里
・
八
基
小
学

校
区
域
は
豊
里
幼
稚
園
、
岡
部･

榛
沢
・
本
郷
・
岡
部
西
小
学
校
区

域
は
お
か
べ
幼
稚
園
、
川
本
区
域

は
送
迎
可
能
な
幼
稚
園
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
配
布
先　

各
幼
稚
園
、

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

申
し
込
み　

11
月
15
日
㈫
〜
12
月

９
日
㈮
ま
で
に
、
申
込
用
紙
に
記

入
の
上
、
各
幼
稚
園
へ

国民年金からのお知らせ
●問い合わせ　熊谷年金事務所（☎525‐1844）　保険年金課（☎574‐6641）　岡部市民生活課（☎585‐2213）

川本市民生活課（☎583‐2783）   花園市民生活課（☎584‐1121）    

高齢者インフルエンザ予防接種
　●問い合わせ　保健センター（☎575‐1101）

　

今
年
度
か
ら
、
自
己
負
担
が

１
，０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

対
象　

接
種
を
希
望
す
る
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民

▪
接
種
時
の
年
齢
が
65
歳
以
上

▪
接
種
時
の
年
齢
が
60
歳
以
上
65
歳
未

満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
（
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
）　

接
種
期
間　

10
月
20
日
㈭
〜
12
月
25
日
㈰

接
種
費
用　

自
己
負
担
１
，０
０
０
円

（
公
費
負
担
３
，０
０
０
円
）

※
次
の
か
た
の
自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

1
生
活
保
護
世
帯

2
中
国
残
留
邦
人
等
支
援
給
付
制
度
を

受
給
し
て
い
る

3
市
民
税
非
課
税
世
帯

　

1
に
該
当
す
る
か
た
は
生
活
保
護
受

給
証
を
、
2
に
該
当
す
る
か
た
は
本
人

確
認
証
を
接
種
時
に
医
療
機
関
に
ご
提

示
く
だ
さ
い
。
3
に
該
当
す
る
か
た
は

接
種
す
る
前
に
、
無
料
券
の
申
請
が
必

要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　

１
回　

接
種
方
法　

市
内
医
療
機
関
で
接
種
す

る
場
合
に
は
、
直
接
、
医
療
機
関
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。
市
外
医
療
機
関
で

接
種
す
る
場
合
に
は
、
医
療
機
関
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

接
種
時
に
必
要
な
物　

保
険
証
な
ど

（
住
所
と
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る
物
）

平成23年度市内実施医療機関

医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

あさみ医院 ☎584‐5565 佐藤外科胃腸科内科医院 ☎573‐6511

あだち医院 ☎551‐0222 しがらき医院 ☎598‐5765

あねとす病院 ☎571‐5311 清水クリニック ☎583‐3245

あねとすホームケア診療所 ☎573‐0099 清水外科医院 ☎573‐1197

新井整形外科 ☎575‐0982 上武内科クリニック ☎572‐5588

磯部クリニック ☎575‐1131 白倉医院 ☎571‐0169

いちごこどもクリニック ☎551‐1515 白倉クリニック ☎574‐0502

今井医院 ☎572‐7728 すずきクリニック ☎580‐6682

岩崎医院 ☎572‐8181 須藤医院 ☎584‐0036

上野医院 ☎573‐7310 台坂クリニック ☎573‐1226

内田ハートクリニック ☎574‐0040 高木医院 ☎571‐0837

上野台クリニック ☎575‐0020 高田医院 ☎573‐1244

おおしまクリニック ☎575‐0007 谷口医院 ☎584‐0488

緒方医院 ☎587‐2013 田部井医院 ☎571‐6098

荻野外科 ☎571‐0374 仲町診療所 ☎571‐2622

折ノ口診療所 ☎572‐2560 樋口医院 ☎585‐4315

皆成病院 ☎574‐1111 深谷整形外科医院 ☎574‐0022

風間医院 ☎571‐0054 深谷赤十字病院 ☎571‐1511

加藤内科クリニック ☎577‐6636 深谷中央病院 ☎571‐8032

金子医院 ☎585‐2828 福島医院 ☎571‐0924

上柴クリニック ☎574‐7770 福田クリニック ☎575‐0900

神山医院 ☎583‐2790 プラーナクリニック ☎551‐1500

川本メディカルクリニック ☎583‐7777 古沢医院 ☎572‐9901

神田クリニック ☎579‐1790 益岡医院 ☎585‐5657

菊地病院 ☎571‐0660 水越医院 ☎585‐2038

北深谷病院 ☎573‐0801 みやはらクリニック ☎583‐7076

くろや整形外科医院 ☎583‐5888 茂木医院 ☎574‐3555

小暮医院 ☎587‐1262 柳田医院 ☎585‐2391

彩花クリニック ☎584‐7205 山本整形外科内科医院 ☎572‐8081

斉藤内科医院 ☎574‐8050 吉田医院 ☎571‐0232

桜ヶ丘病院 ☎571‐1171 四元医院 ☎573‐5200

佐々木病院 ☎571‐0242 楽仙堂病院 ☎571‐0205

第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
や
農
林
漁
業
の
か

た
と
そ
の
配
偶
者
、
20
歳
以

上
の
学
生
、
フ
リ
ー
ア
ル
バ

イ
タ
ー
な
ど
で
第
２
号
被
保

険
者
、
第
３
号
被
保
険
者
に

該
当
し
な
い
か
た

第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め

の
か
た
（
厚
生
年
金
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
る
か
た
）

第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
か
た

幼稚園名 5歳児 4歳児 電話・ファクス

深谷幼稚園 44 35 571‐0948

深谷西幼稚園 40 70 571‐2786

桜ヶ丘幼稚園 37 70 571‐2788

藤沢幼稚園 41 35 571‐5600

上柴西幼稚園 30 70 573‐5240

幡羅幼稚園 42 35 571‐2787

明戸幼稚園 21 35 571‐5602

大寄幼稚園 23 35 571‐5601

常盤幼稚園 40 70 573‐2558

豊里幼稚園 30 35 587‐3977

おかべ幼稚園 36 35 585‐4190

花園幼稚園 12 70 584‐1779
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ ファクス メール ホームぺージ
問い合わせ 申し込み 電話

産
業
祭『
野
良
着
コ
レ
ク
シ
ョ
ン（
ふ
か

や
野
良
コ
レ
）』参
加
者
募
集

あ
農
業
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
８
）

応
募
作
品
●
手
作
り
、
既
製
服
の
組
み
合

わ
せ
、
小
物
を
プ
ラ
ス
し
た
野
良
着

募
集
人
員
●
先
着
30
人（
１
団
体
３
人
ま
で
）

募
集
期
間
●
10
月
20
日
㈭
ま
で

審
査
基
準
●
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
、フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
性
、
快
適
性
な
ど

応
募
要
領
・
用
紙
配
布
先
●
問
い
合
わ
せ

先
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

交
通
指
導
員
募
集

あ
自
治
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

応
募
資
格
●
市
内
在
住
の
20
〜
65
歳
で
原

付
免
許
以
上
を
お
持
ち
の
か
た

主
な
業
務
・
報
酬
●
小
学
生
登
校
時
の
立

哨
指
導
＝
１
日
（
約
１
時
間
）
１
，５
０
０

円
、
交
通
安
全
教
室
の
指
導
補
助
＝
１
時

間
１
，２
０
０
円
、
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
の
交

通
誘
導
＝
１
回
（
半
日
）
５
，０
０
０
円

任
期
●
平
成
24
年
４
月
か
ら
２
年
間

募
集
人
員
●
１
人（
立
哨
場
所
＝
花
園
地
区
）

い
11
月
10
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
、
志
望

動
機
を
原
稿
用
紙
１
枚
程
度
（
４
０
０
字

以
内
）
お
よ
び
市
販
の
履
歴
書
に
記
入
の

上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
４
回
あ
な
た
の
た
め
の
元
気
ア
ッ

プ
健
康
講
座

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
・

え
５
７
４
‐
６
６
６
８
）

と
き
●
10
月
27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ
●
深
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
容
●
心
の
健
康
に
つ
い
て
〜
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
を
も
う
少
し
知
り
た
い
あ
な
た
へ
〜

講
師
●
飯い

い

塚づ
か

弘ひ
ろ

一か
ず

氏（
北
深
谷
病
院
理
事
長
）

定
員
●
先
着
50
人

い
10
月
４
日
㈫
か
ら
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

あ
な
た
の
ス
テ
キ
ラ
イ
フ
を
応
援
！

キ
ラ
キ
ラ
★
プ
レ
更
年
期
教
室

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
女
性
で
、
２
日
間
参

加
で
き
る
か
た

と
き
・
内
容
・
講
師
●
①
10
月
28
日
㈮
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
・
講
義
と
実
技
「
ア
ロ

マ
で
あ
な
た
の
更
年
期
を
の
り
き
ろ
う
！
」

久く

保ぼ

田た

ま
ど
か
氏
（
助
産
師
）
②
11
月
９
日

㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
・
運
動
「
骨
盤
矯

正
ヨ
ガ
」
脇わ

き

田た

由ゆ

香か

氏
（
運
動
指
導
士
）

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館

定
員
●
先
着
30
人

受
講
料
●
１
０
０
円（
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
代
）

い
10
月
11
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で

問
い
合
わ
せ
先
へ

求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

あ
い
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

対
象
●
震
災
避
難
者
（
県
内
避
難
・
年
齢

不
問
）
、
県
内
在
住
か
在
勤
の
40
歳
以
上

と
き
●
10
月
12
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

内
容
●
再
就
職
の
心
構
え
、
求
人
検
索
方

法
、
効
果
的
な
応
募
書
類
な
ど

定
員
●
先
着
30
人

平
成
23
年
度
北
部
地
区
労
働
講
座

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

と
き
●
11
月
17
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
30
分

と
こ
ろ
●
キ
ラ
ラ
上
柴
（
上
柴
公
民
館
）

内
容
●
結
果
を
出
す
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術

講
師
●
田た

島じ
ま

弓ゆ
み

子こ

氏
（
ブ
ラ
マ
ン
テ
㈱
）

定
員
●
先
着
80
人

申
込
書
配
布
先
●
問
い
合
わ
せ
先
、
商
工

会
議
所
、
商
工
会
、
北
部
地
域
振
興
セ
ン

タ
ー

い
11
月
16
日
㈬
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
２
回
認
知
症
家
族
を
抱
え
る
介
護

者
教
室

あ
長
寿
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
４
４
）

対
象
●
市
内
在
住
の
認
知
症
家
族
の
介
護

者
ま
た
は
介
護
経
験
者

と
き
●
10
月
25
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
深
谷
公
民
館

内
容
●
介
護
の
合
間
に
行
う
わ
た
し
の
健

康
管
理
、
気
分
転
換
方
法
な
ど

定
員
●
20
人

い
10
月
21
日
㈮
ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
へ

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ（
２
期き

目め

）

あ
い
生し

ょ
う

涯が
い

学が
く

習し
ゅ
う

課か

（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

対た
い

象し
ょ
う

●
市し

内な
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う

か
在ざ

い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

と
き
●
10
月が

つ

６
日に

ち

〜
12
月が

つ

22
日に

ち

ま
で
の
毎ま

い

週し
ゅ
う

木も
く

曜よ
う

日び

（
11
月が

つ

３
日に

ち

㈷し
ゅ
く

を
除の

ぞ

く
・
全ぜ

ん

11

回か
い

）
午ご

後ご

７
時じ

30
分ふ

ん

〜
９
時じ

30
分ふ

ん

と
こ
ろ
●
深ふ

か

谷や

コこ

ミみ

ュゅ

ニに

テて

ィぃ

セせ

ンん

タた

ーー

教き
ょ
う

室し
つ

●
入に

ゅ
う

門も
ん

・
初し

ょ

級き
ゅ
う

・
中ち

ゅ
う

級き
ゅ
う

定て
い

員い
ん

●
60
人に

ん

参さ
ん

加か

料り
ょ
う

●
１
，０
０
０
円え

ん

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

あ
熊
谷
保
健
所
（
う
５
２
３
‐
２
８
１
１
）

対
象
●
社
会
的
引
き
こ
も
り
の
か
た
の

家
族

と
き
●
10
月
25
日
㈫
、
11
月
８
日
㈫
、
12

月
６
日
㈫
（
全
３
回
）
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
熊
谷
地
方
庁
舎
多
目
的
室

内
容
●
引
き
こ
も
り
の
背
景
、
引
き
こ
も

る
青
年
の
心
理
と
家
族
の
対
応

定
員
●
10
人
程
度

い
10
月
14
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
問
い
合

わ
せ
先
へ

赤
十
字
救
急
法
講
習
会（
基
礎
講
習
）

あ
日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県
支
部
講
習
係

（
う
０
４
８
‐
７
８
９
‐
７
１
１
７
・
〠

３
３
０
‐
０
０
６
２
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

岸
町
３
‐
17
‐
１
）

対
象
●
15
歳
以
上

と
き
●
11
月
５
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
30
分

と
こ
ろ
●
深
谷
赤
十
字
病
院

内
容
●
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
や

気
道
異
物
除
去
な
ど

定
員
●
30
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料
●
１
，５
０
０
円
（
教
材
費
、
保

険
料
）

い
10
月
12
日
㈬
ま
で
に
、
コ
ー
ス
名
「
Ａ

‐
14
」・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
性

別
・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
は
が
き
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

渋
沢
栄
一
没
後
80
年
記
念
事
業

ス
ト
ー
ル
の
藍
染
め
体
験

あ
生
涯
学
習
課
（
う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

と
き
●
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰
①
午
前
10

時
〜
11
時
30
分　

②
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ
●
旧
渋
沢
邸｢

中な
か

のん

家ち｣

講
師
●
金か

ね

子こ

悦え
つ

子こ

氏
（
染
色
家
）

定
員
●
各
回
10
人

参
加
料
●
１
，３
０
０
円

い
10
月
11
日
㈫
〜
28
日
㈮
ま
で
に
、
電
話

で
問
い
合
わ
せ
先
へ

第
９
回
大
里
郡
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

支
え
合
お
う
！
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

あ
人
権
政
策
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
３
）

と
き
●
10
月
22
日
㈯
午
前
９
時
40
分
〜
午

後
３
時
30
分

と
こ
ろ
●
花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

内
容
●
花
園
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

河こ
う

野の

義よ
し

行ゆ
き

氏
の
講
演
「
報
道
と
人
権
」、

三
陸
被
災
地
支
援
物
産
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

深
谷
市
戦
没
者
追
悼
式

あ
福
祉
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
４
）

と
き
●
10
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

（
受
付
＝
午
後
１
時
〜
）

と
こ
ろ
●
深
谷
市
民
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

も
く
せ
い
館
天
体
観
望
会

〜
秋
の
星
座
を
見
る
〜

あ
も
く
せ
い
館
（
う
５
８
３
‐
７
７
３
３
）

と
き
●
10
月
15
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

（
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
22
日
㈯
）

と
こ
ろ
●
も
く
せ
い
館
天
体
観
測
室

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

一
緒
に
川
本
地
区
内（
片
道
３
・
５
㎞
）

を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

あ
深
谷
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
・

田た

村む
ら

さ
ん
（
う
５
８
３
‐
７
１
７
１
）

対
象
●
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

と
き
●
10
月
19
日
㈬
（
雨
天
中
止
）
集
合

＝
午
前
９
時
・
農
林
公
園
駐
車
場
西
側
入

り
口

参
加
料
●
50
円
（
保
険
代
）

持
ち
物
●
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ
ル
、

雨
具
、
水
分
補
給
で
き
る
物
、
保
険
証

い
10
月
３
日
㈪
〜
12
日
㈬
ま
で
に
問
い

合
わ
せ
先
へ

ハ
ー
ト
・
Ｐ
ｏ
Ｐ
ｏ
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
深
谷
保
育
園
（
う
５
５
１
‐
６
３
３

３
）
、
深
谷
西
保
育
園
（
う
５
７
３
‐

０
０
０
５
）

とき 内容 ところ
10月11日㈫午前10時～

運動会練習
深谷保育園

10月13日㈭午前10時～ 深谷西保育園

10月17日㈪午前19時15分～ 運動会 深谷ビッグ
タートル

10月18日㈫・25日㈫午前10時～
散歩

深谷保育園
10月20日㈭・27日㈭午前10時～ 深谷西保育園
10月24日㈪午前19時30分～ ジュニア（0・1歳児） 深谷西保育園

11月05日㈯午前10時～ もぐもぐPoPo
（試食会）要予約

深谷保育園
深谷西保育園

11月07日㈪午前19時30分～ ジュニア（0・1歳児） 深谷西保育園
11月08日㈫午前10時～

七五三製作
深谷保育園

11月10日㈭午前10時～ 深谷西保育園

10
月
分
か
ら
子
ど
も
手
当
の
制
度
が

変
わ
り
ま
す

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

支
給
額
●
０
〜
３
歳
未
満
＝
１
万
５

千
円
、
３
〜
12
歳
の
第
１
・
２
子
＝
１
万

円
、
第
３
子
以
降
＝
１
万
５
千
円
、
中
学

生
＝
１
万
円

申
請
●
９
月
ま
で
手
当
を
受
給
し
て
い
る

場
合
で
も
、
申
請
が
必
要
で
す
。
10
月
１

日
現
在
、
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
か

た
は
、
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
申
請
を

す
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
10
月
分
か
ら
の

手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

10
月
以
降
に
深
谷
市
に
転
入
し
た
か
た

は
、
転
入
前
の
市
区
町
村
の
転
出
予
定
日

の
次
の
日
か
ら
15
日
以
内
に
、
必
ず
深
谷

市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月

以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
か
た
は
、

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
日
の
次
の
日
か
ら

数
え
て
15
日
を
経
過
す
る
ま
で
に
、
必
ず

深
谷
市
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
15
日
以

内
に
申
請
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
申
請

日
の
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
●

1
海
外
に
い
る
お
子
さ
ん
は
、
原
則
、
受

給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

2
離
婚
協
議
中
に
父
母
が
別
居
し
、
父
母

が
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
よ
う
な
場

合
、
子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
か
た
に
支

給
し
ま
す
。
里
親
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
に
係
る
手
当

は
、
里
親
や
施
設
者
な
ど
に
対
し
支
給
し

ま
す
。

3
保
育
料
を
滞
納
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
手
当
か
ら
徴
収
で
き
、
ま
た
、
受
給

者
か
ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
保
育
料
や

学
校
給
食
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4
未
成
年
後
見
人
、
父
母
指
定
者
に
つ
い

て
も
、
子
ど
も
手
当
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

深谷市民文化会館イベント

あ深谷市民文化会館（う573‐8765）
　深谷市民文化会館友の会の会員にな
ると、割り引きなどが受けられます。
1第2回定席フレッシュ寄席年忘れ
とき●12月4日㈰午後2時～
入場料●会員1,000円、一般1,500円

2間
はざま

寛
か ん

平
ぺ い

アースマラソン・トークショー
とき●12月10日㈯午後3時～
入場料●会員2,400円、一般2,500円
前売り●10月7日㈮午前9時～（会
員先行発売は10月3日㈪午前9時～）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

3杉
すぎ

山
や ま

清
き よ

貴
た か

・辛
から

島
し ま

美
み

登
ど

里
り

・平
ひら

松
ま つ

愛
え

理
り

フレンドシップコンサート
とき●平成24年1月22日㈰午後6時～
入場料●会員4,000円、一般4,500円
前売り●10月9日㈰午前9時～（会
員先行発売は10月4日㈫午前9時～）

4津軽三味線澤田流家元
　澤

さわ

田
だ

勝
か つ

秋
あ き

＆木
き

津
つ

茂
し げ

理
り

コンサート
とき●平成24年2月5日㈰午後3時～
入場料●会員3,200円、一般3,500円
前売り●10月15日㈯午前9時～（会
員先行発売は10月10日㈷午前9時～）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

5綾
あやの

小
こ う

路
じ

きみまろ爆笑スーパーライブ
とき●平成24年2月2日㈭午後6時～
入場料●会員5,300円、一般5,500円
前売り●10月22日㈯午前9時～（会
員先行発売は10月16日㈰午前9時～）
※18歳未満の入場はご遠慮ください。



182011.10. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

19 2011.10. 広報ふかや

問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
・
在
学
者

と
き
●
11
月
27
日
㈰
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜

と
こ
ろ
●
青
淵
公
園
内
特
設
コ
ー
ス

種
目
●
【
男
子
】
一
般
の
部
、
高
校
の
部
、

中
学
の
部
、
小
学
５
・６
年
の
部
【
女
子
】

一
般
・
高
校
の
部
、中
学
の
部
、小
学
５
・

６
年
の
部
（
一
般
・
高
校
の
部
は
６
，

０
０
０
ｍ
、
中
学
の
部
は
３
，０
０
０
ｍ
、

小
学
の
部
は
２
，０
０
０
ｍ
）

参
加
料
●
一
般
＝
１
，０
０
０
円
、
高
校

生
＝
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
＝
３
０
０

円
（
保
険
料
を
含
む
）

い
10
月
28
日
㈮
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
小
・
中
学
生
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護

者
の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

第
６
回
深
谷
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

フ
ェ
ア

あ
市
レ
ク
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
・

う
５
７
２
‐
９
５
８
１
）

と
き
●
11
月
19
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル

内
容
●
①
民
踊
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
八

木
節
、
３
Ｂ
体
操
、
合
気
道
、
和
太
鼓
団

体
に
よ
る
演
技
発
表　

②
ボ
ー
ル
ル
ー
ム

ダ
ン
ス
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
協

議
会
、ペ
タ
ン
ク
、グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
、

歩
け
歩
け
、
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
団
体

に
よ
る
活
動
報
告　

③
合
気
道
、
八
木
節

の
講
習
会
（
参
加
可
）

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室
と
秋

季
大
会

あ
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
・
小こ

嶋じ
ま

さ

ん
（
う
０
９
０
‐
３
３
３
８
‐
５
８
５
９
）

対
象
●
市
内
在
住
か
在
勤
者
お
よ
び
協
会

会
員
で
、
市
レ
ク
フ
ェ
ア
総
合
開
会
式
に

向こ
う

陽よ
う

（
う

５
９
９
‐
２
０
２
０
・
え

５
２
０
‐
５
５
２
８
）

相
談
日
●
毎
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８

時
30
分

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー「
向こ

う

陽よ
う

」

あ
㈶
西
熊
谷
病
院
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
向
陽
（
う
５
９
９
‐
２
０
２
０
）

　

向
陽
は
市
の
委
託
に
よ
り
、
精
神
科
医

療
機
関
に
通
院
さ
れ
て
い
る
か
た
の
相
談

や
、
社
会
生
活
を
高
め
る
た
め
の
支
援
を

行
う
施
設
で
す
。

内
容
●
憩
い
の
場
の
開
放
、
月
ご
と
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
季
節
の
行
事

利
用
方
法
●
体
験
利
用
後
に
契
約
が
必

要
。事
前
に
連
絡
の
上
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
料
●
無
料（
内
容
に
よ
り
実
費
あ
り
）

社
会
生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す

あ
県
統
計
課
（
う
０
４
８
‐
８
３
０
‐

２
３
１
４
）

　

総
務
省
と
県
で
は
、
10
月
中
に
、
１
日

の
生
活
時
間
の
配
分
（
仕
事
・
学
業
・
家

事
な
ど
）
や
過
去
１
年
間
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
の
「
社
会
生
活
基
本
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。
調
査
世
帯
は
無
作
為
に
選
ば

れ
、
全
国
で
８
万
４
千
世
帯
が
対
象
と
な

り
ま
す
。
10
月
上
旬
〜
中
旬
に
か
け
て
、

調
査
員
が
調
査
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

青せ
い

淵え
ん

公
園
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

あ
市
陸
上
競
技
協
会
・
芝し

ば

崎さ
き

さ
ん
（
う

５
８
７
‐
２
６
０
５
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

い
平
成
24
年
４
月
25
日
㈬
ま
で
に
、
問
い

合
わ
せ
先
へ

住
宅
・
建
築
の
無
料
相
談
・
法
令
説
明
会

あ
開
発
指
導
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
５
）

　
「
ル
ー
ル
守
っ
て
明
る
く
住ス

マ
イ
ル
違

反
建
築
な
く
そ
う
運
動
」（
10
月
11
日
㈫

〜
20
日
㈭
）
が
県
下
一
斉
に
行
わ
れ
、
こ

の
一
環
と
し
て
、
住
宅
・
建
築
に
関
す
る

相
談
・
説
明
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

と
き
●
10
月
17
日
㈪
午
後
２
時
〜
４
時

と
こ
ろ
●
熊
谷
市
立
勤
労
会
館
大
ホ
ー
ル

多
重
債
務
者
相
談
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
１
無
料
相
談
会

あ
県
消
費
生
活
課
（
う
０
４
８
‐
８
３
０

‐
２
９
３
５
）

対
象
●
消
費
者
金
融
な
ど
か
ら
の
借
り
入

れ
に
よ
り
多
重
債
務
で
お
困
り
の
か
た

と
き
●
11
月
４
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
西
別
館
会
議
室

い
10
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
ま
で
に
、
予
約
専
用
電
話
（
う

０
４
８
‐
８
３
９
‐
７
５
３
４
）
へ

障
害
者
相
談
支
援

対
象
●
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
在
宅
の

障
害
者
と
そ
の
家
族

内
容
●
日
常
生
活
全
般
の
相
談

1
身
体
・
知
的
障
害
者

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
歩ぽ

っ

歩ぽ

（
う
え

５
７
５
‐
１
１
１
５
）

相
談
日
●
月
〜
土
曜
日
（
祝
休
日
・
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
６
時

2
精
神
障
害
者

㈶
西
熊
谷
病
院
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
●
引
き
こ
も
り
・
ニ
ー
ト
に
悩
む
、

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
15
〜
34
歳
ま
で
の

か
た
と
そ
の
家
族

と
き
●
毎
月
第
２
・
４
水
曜
日
（
相
談
日

が
祝
休
日
・
年
末
年
始
に
当
た
る
場
合
は

翌
開
庁
日
）
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

相
談
方
法
●
電
話
ま
た
は
面
談
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
相
談
日
が
予
約
で
き
ま
す
）

ご
存
じ
で
す
か

行
政
相
談
週
間
10
月
17
日
〜
23
日

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
３
）

　

市
で
は
、行
政
相
談（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
総
務
省
「
行
政
苦
情
１
１
０

番
」（
う
０
５
７
０
‐
０
９
０
１
１
０
）

で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

深
谷
市
大
学
等
入
学
資
金
融
資
制
度

あ
教
育
総
務
課
（
う
５
７
４
‐
５
８
１
１
）

　

市
で
は
、
平
成
24
年
度
に
大
学
な
ど
へ

の
入
学
に
必
要
な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん

を
行
い
、そ
の
利
子
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
●
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
保
護
者

【
市
の
融
資
あ
っ
せ
ん
条
件
】
①
市
内
に

引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る　

②

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
短
期
大

学
お
よ
び
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
入

学
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
か
た
の
保

護
者　

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い　

④

こ
の
融
資
制
度
以
外
に
入
学
資
金
の
融
資

を
受
け
て
い
な
い

【
埼
玉
り
そ
な
銀
行
深
谷
支
店
の
融
資
条

件
】
①
収
入
・
年
齢
に
つ
い
て
一
定
の
基

準
を
満
た
す　

②
勤
続
・
営
業
年
数
が
原

則
と
し
て
１
年
以
上　

③
指
定
の
保
証
会

社
の
保
証
お
よ
び
団
体
信
用
生
命
保
険
に

加
入
で
き
る

ク
レ
ス
・
磁
気
（
エ
レ
キ
バ
ン
な
ど
）
な

ど
撮
影
の
障
害
と
な
る
物
は
身
に
付
け
な

い
で
く
だ
さ
い
。

とき 受付時間 ところ

11月11日㈫
午前9時～9時30分 藤沢公民館
午前10時～10時30分 仙元荘

11月12日㈬
午前9時～9時30分 渋沢栄一記念館
午前10時～10時30分 大寄公民館
午前11時～11時30分 深谷市保健センター

11月17日㈪ 午前9時30分～10時30分 もくせい館
11月18日㈫ 午前9時～9時30分 深谷市役所

11月11日㈮
午前9時15分～9時45分 岡部総合支所
午前10時30分～11時 花園荘

11月15日㈫
午前9時～9時30分 幡羅公民館
午前10時～10時30分 福寿荘

11月17日㈭
午前9時～9時30分 豊里公民館
午前10時15分～11時45分 南公民館

い
当
日
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
公
費
負
担

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

　

新
た
に
承
認
さ
れ
た
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防

ワ
ク
チ
ン
「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
が
、
９
月
15

日
か
ら
接
種
費
用
公
費
負
担
の
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
23
年
度
の
子
宮

頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
公
費
負

担
対
象
者
へ
の
公
費
負
担
期
限
を
平
成
24

年
６
月
30
日
㈯
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
９
月
中
旬
に
通
知
を
発

送
し
ま
し
た
。
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

対
象
●
中
学
生
〜
高
校
１
年
生
の
女
子

ひ
き
こ
も
り
等
相
談
室
開
設

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

申
込
書
配
布
先
●
11
月
１
日
㈫
か
ら
問
い

合
わ
せ
先
、
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
、

各
保
育
園
、各
公
立
学
童
保
育
室
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

い
11
月
10
日
㈭
〜
12
月
15
日
㈭
ま
で
に
、

申
込
書
（
必
要
な
場
合
は
保
育
に
欠
け
る

こ
と
の
証
明
書
）
を
問
い
合
わ
せ
先
ま
た

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
へ

※
詳
し
く
は
、
広
報
ふ
か
や
11
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
検
診

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
20
歳
以
上
で
、
今
年
度
市
の
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
検
診
を
初
め
て
受
け
る
市

民
（
妊
娠
中
・
妊
娠
の
可
能
性
の
あ
る
か

た
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
）

と
き
●
10
月
31
日
㈪
午
前
９
時
開
始
予
定

（
時
間
予
約
制
）

と
こ
ろ
●
藤
沢
公
民
館

内
容
●
手
首
部
分
の
Ｘ
線
撮
影
と
保
健

師
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
相
談

定
員
●
１
０
０
人

検
査
料
●
３
０
０
円

い
10
月
11
日
㈫
午
前
９
時
か
ら
問
い
合

わ
せ
先
へ

※
車
で
お
越
し
の
か
た
は
、
藤
沢
公
民
館

ま
た
は
藤
沢
保
育
園
西
側
の
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

結
核
検
診（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接

撮
影
）

あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐
１
１
０
１
）

対
象
●
平
成
24
年
３
月
31
日
現
在
、
65
歳

以
上
で
、
半
年
以
上
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
を
受
け
て
い
な
い
か
た

持
ち
物
●
健
康
保
険
証
や
運
転
免
許
証

そ
の
他
●
着
脱
し
や
す
い
服
装
で
、
ネ
ッ

申
請
書
を
問
い
合
わ
せ
先
へ

※
総
合
支
所
で
は
、
今
年
度
か
ら
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
へ
の
入
居
者
募
集

あ
都
市
計
画
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
３
）

対
象　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
か
た

1
市
内
在
住
か
在
勤

2
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
い
る
（
単
身
世
帯
で
申
し
込
み
の
か
た

を
除
く
）

3
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

4
年
収
が
一
定
額
以
下

5
市
町
村
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る

6
暴
力
団
員
で
は
な
い

7
連
帯
保
証
人
を
２
人
確
保
で
き
る

募
集
案
内
・
申
込
書
配
布
先
●
10
月
24
日

㈪
か
ら
問
い
合
わ
せ
先
、
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課
、
キ
ラ
ラ
上
柴
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

入
居
予
定
日　
12
月
12
日
㈪

※
募
集
は
、
部
屋
ご
と
に
行
い
ま
す
。
応

募
者
が
複
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

い
10
月
24
日
㈪
〜
11
月
11
日
㈮
ま
で
に
申

込
書
を
郵
送
ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先
へ

総
合
支
所
で
埋
火
葬
許
可
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す

あ
市
民
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
４
０
）

申
請
●
月
〜
金
曜
日
（
祝
休
日
・
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
に
、
死
亡
届
・
届

出
人
の
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
へ

※
市
民
課
・
本
庁
舎
警
備
員
室
で
の
受
け

付
け
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
で
す
。

平
成
24
年
度
保
育
園
入
園
・
公
立
学

童
保
育
室
入
室
の
申
し
込
み

あ
保
育
課(

う
５
７
４
‐
８
６
４
８
）

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
現
況
届

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
受
給
者
の

か
た
は
、
11
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
児
童
扶
養
手
当
に
該
当
し
て
い

る
か
た
は
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
を
提

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
児
童
扶

養
手
当
の
対
象
児
童
と
な
っ
て
い
な
い
か

た
（
障
害
年
金
の
子
加
算
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
児
童
）
で
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
費
の
受
給
者
の
か
た
も
11
月
に
現
況
届

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
扶

養
手
当
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
か
た

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
も

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

児
童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。
対
象
者
に
は
、
10
月
末
ま
で
に

通
知
し
ま
す
の
で
、内
容
を
ご
確
認
の
上
、

必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
総
合
支
所
で
は
、
今
年
度
か
ら
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金
支

給
制
度

あ
こ
ど
も
青
少
年
課
（
う
５
７
４
‐
６
６

４
６
）

対
象
●
母
子
・
父
子
家
庭
、
ま
た
は
親
の

な
い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
か
た
で
、
平

成
24
年
４
月
に
中
学
校
に
就
学
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

か
た
（
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
）

支
給
額
●
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

申
請
書
配
布
先
●
問
い
合
わ
せ
先

い
12
月
28
日
㈬
ま
で
に
、
申
請
者
本
人
名

義
の
普
通
口
座
の
通
帳
を
お
持
ち
の
上
、

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。
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律
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

10
月
か
ら
の
定
期
水
質
検
査
で
は
、
検

査
項
目
に
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学

的
酸
素
要
求
量
）
が
追
加
さ
れ
ま
す
（
単

独
処
理
浄
化
槽
を
除
く
）。

　

な
お
、
定
期
水
質
検
査
の
手
数
料
（
10

人
槽
以
下
５
千
円
）
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

宝
く
じ
助
成
事
業

あ
自
治
防
災
課
（
う
５
７
４
‐
８
５
９
７
）

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い

る
宝
く
じ
助
成
を
受
け
て
、
原
自
治
会
が

お
は
や
し
用
具
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
ふ
か
や
９
月
号
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
「
が
ん
検
診
・
30
歳
代
健
診
の
申
し

込
み
は
お
済
み
で
す
か
？
」
の
問
い
合
わ

せ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

【
正
】
あ
保
健
セ
ン
タ
ー
（
う
５
７
５
‐

１
１
０
１
）

納
期
の
お
知
ら
せ

10
月
31
日
㈪
＝
市
県
民
税
第
３
期
・

国
民
健
康
保
険
税
第
４
期

あ
収
税
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
３
９
）

総
合
支
所
市
民
生
活
課

武
川
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
地
区

内
の
町
名
・
郵
便
番
号
・
地
番
の
変
更

あ
区
画
整
理
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
６
）

　

10
月
８
日
㈯
か
ら
、
事
業
地
区
内
の
町

名
が
「
武
川
」、
郵
便
番
号
が
「
〠
３
６
９

‐
１
１
１
１
」
と
な
り
、
地
番
も
変
更
と

な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド

営
業
時
間
が
変
わ
り
ま
す

あ
深
谷
ビ
ッ
グ
タ
ー
ト
ル
（
う
５
７
２
‐

３
０
０
０
）

　

11
月
１
日
㈫
〜
平
成
24
年
２
月
29
日
㈬

ま
で
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
と
な
り
ま
す
。

深
谷
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

あ
水
道
工
務
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
６
１
）

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
指
定
し
ま
し
た
。

・
森
設
備
（
行
田
市
・
う

５
５
６
‐

２
３
０
０
）

市
内
最
高
齢
万
歳
！

　

市
内
最
高
齢
者
（
平
成
23
年
９
月
１
日

現
在
）
を
紹
介
し
ま
す
。

男
性
最
高
齢
者
●
内な

い

藤と
う

平へ
い

司じ

さ
ん
（
岡

部
・
１
０
３
歳
）

女
性
最
高
齢
者
●
小こ

林ば
や
し

泉い
ず
み

さ
ん
（
東
方
・

１
０
７
歳
）

浄
化
槽
の
定
期
水
質
検
査
制
度
が
新

し
く
な
り
ま
す

あ
㈳
埼
玉
県
浄
化
槽
協
会
（
う
５
３
３
‐

４
７
０
０
）

　

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
か
た
は
、

「
保
守
点
検
」・「
清
掃
」
と
は
別
に
、
年

１
回
の
「
定
期
水
質
検
査
」
の
受
検
が
法

種
目
●
チ
ー
ム
戦
（
１
チ
ー
ム
２
・
３
人

で
必
ず
成
人
１
人
を
含
む
。
４
人
以
上
で

の
参
加
も
可
）

参
加
料
●
１
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

い
10
月
12
日
㈬
ま
で
に
チ
ー
ム
名
・
氏
名
・

年
齢
・
代
表
者
の
連
絡
先
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
先
へ

ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス（
埼
玉
統
一
サ

ン
バ
）講
習
会
と
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

あ
い
市
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
連
盟
・

石い
し

川か
わ

さ
ん
（
う
５
７
１
‐
１
３
４
１
）

と
き
●
11
月
６
日
㈰
午
後
５
時
30
分
〜

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
館

定
員
●
先
着
３
０
０
人

参
加
料
●
１
，０
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

※
当
日
は
１
，５
０
０
円

*

花
園
総
合
支
所（
花
園
市
民
生
活
課
・

花
園
福
祉
係
）が
移
転
し
ま
す

あ
花
園
市
民
生
活
課
（
う
５
８
４
‐
１
１

２
１
）

　

現
在
の
花
園
総
合
支
所
は
、
花
園
公
民

館
建
設
に
伴
い
解
体
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
10
月
31
日
㈪
か
ら
は
、
花
園
市
民
生

活
課
と
花
園
福
祉
係
は
、
同
じ
敷
地
内
に

あ
り
ま
す
花
園
保
健
セ
ン
タ
ー
と
支
所
の

分
室
に
移
転
と
な
り
ま
す
。

平
成
24
年
版
県
民
手
帳
を
販
売
し
ま
す

あ
商
工
振
興
課
（
う
５
７
４
‐
６
６
５
０
）

規
格
●
14
㎝
×
８
・
５
㎝
、
黒
ま
た
は
グ

レ
イ
ッ
シ
ュ
ブ
ル
ー
の
２
色

価
格
●
５
０
０
円

販
売
期
間
●
10
月
18
日
㈫
〜
12
月
22
日
㈭

販
売
先
●
問
い
合
わ
せ
先
、
市
民
課
、
各

参
加
で
き
る
か
た

と
き
●
11
月
19
日
㈯
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
〜
（
教
室
・
大
会
＝
正
午
〜
）

と
こ
ろ
●
仙
元
山
公
園
多
目
的
広
場
・
陸

上
競
技
場

種
目
●
４
ラ
ウ
ン
ド
（
32
ホ
ー
ル
）

参
加
料
●
５
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

い
10
月
24
日
㈪
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え
て

市
レ
ク
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
会
員
は
協
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ク
ラ
ブ･

ボ
ー
ル･
マ
ー
カ
ー･

雨
具･

体

育
館
用
履
物･

昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

卓
球
教
室（
後
期
）

あ
市
卓
球
連
盟
・
福ふ

く

島し
ま

さ
ん
（
う
０
９
０

‐
４
７
０
８
‐
１
３
９
３
）

対
象
●
市
内
の
小
学
校
５
・
６
年
生
お
よ

び
一
般
（
初
心
者
）

と
き
●
11
月
19
日
と
11
月
26
日
〜
平
成
24

年
２
月
25
日
ま
で
の
第
２
・４
土
曜
日（
全

８
回
）
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
館
な
ど

定
員
●
先
着
70
人

参
加
料
●
１
，０
０
０
円
（
ボ
ー
ル
代
・

保
険
料
を
含
む
）

い
10
月
31
日
㈪
ま
で
に
、
参
加
料
を
添
え

て
市
体
協
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）
へ

※
未
成
年
者
の
申
し
込
み
に
は
、
保
護
者

の
承
諾
印
が
必
要
で
す
。

室
内
ペ
タ
ン
ク
・
Ｂバ

ッ

ゴ

ー

Ａ
Ｇ
Ｇ
Ｏ
大
会

あ
深
谷
・
大
里
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者

協
議
会
・
久く

住す
み

さ
ん
（
う

え

５
９
４
‐

６
６
９
０
・
おrec_fukaya@

yahoo.co.jp

）

対
象
●
小
学
生
以
上

と
き
●
10
月
15
日
㈯
受
付
＝
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
館

防災行政無線放送の内容は、テレホンサービス（☎ 0180 ‐ 99 ‐ 4431）でもご確認いただけます。

　
や
さ
し
い
言
葉
に
つ
つ
ま
れ
て

　

私
は
、み
ん
な
と
一
つ
だ
け
ち
が
う
所

が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、心
ぞ
う
が
悪
い

こ
と
で
す
。八
十
メ
ー
ト
ル
よ
り
多
く
走

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。み
ん
な
と
同
じ

よ
う
に
体
育
は
で
き
な
い
け
れ
ど
、体

育
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

体
育
の
時
間
、サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
し
ま
す
。サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
と
は
、走
り
な
が
ら
、の
ぼ
り
ぼ
う

や
、う
ん
て
い
や
、タ
イ
ヤ
と
び
や
、鉄
ぼ

う
な
ど
に
、ち
ょ
う
せ
ん
す
る
こ
と
で

す
。サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い

る
と
、Ａ
さ
ん
が
、

「
む
理
を
し
な
い
方
が
い
い
よ
。」

と
、声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。う
れ
し

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。私
が
お
く
れ

て
走
っ
て
い
た
時
は
み
ん
な
が
、「
が
ん

ば
れ
、が
ん
ば
れ
。」

と
、お
う
え
ん
し
て
く
れ
ま
し
た
。み
ん

な
の
や
さ
し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き

て
、と
て
も
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
が
ん
ば

ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
キ
ッ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
終
わ
っ
た

後
、友
だ
ち
が
、

「
が
ん
ば
っ
た
ね
。」

と
、言
っ
て
く
れ
た
の
で
、や
さ
し
い
気

持
ち
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。心
が
、ク
ッ

岡部西小学校5年
大
お お

野
の

つぐみさん

シ
ョ
ン
み
た
い
に
ふ
わ
ふ
わ
に
な
り
ま
し

た
。み
ん
な
の
言
葉
が
、つ
か
れ
を
へ
ら

し
て
く
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

　

去
年
の
運
動
会
、私
は
、と
き
ょ
う
走

に
は
、さ
ん
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。百

メ
ー
ト
ル
を
走
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
す
。走
り
た
い
気
持
ち
は
あ
っ
た
け
れ

ど
、心
ぞ
う
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま
う
の

で
あ
き
ら
め
ま
し
た
。で
も
、私
の
心
は

石
の
よ
う
に
か
た
く
な
っ
て
し
ま
い
、今

に
も
わ
れ
そ
う
で
し
た
。そ
ん
な
私
に
、

先
生
が
、

「
百
メ
ー
ト
ル
は
走
れ
な
い
け
れ
ど
、放

送
の
仕
事
を
や
っ
て
み
な
い
。」

と
、言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。心
に
で
き

て
い
た
ひ
び
が
、つ
る
つ
る
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

と
き
ょ
う
走
の
本
番
で
は
、コ
ー
ス

し
ょ
う
介
を
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。み
ん
な
が
い
つ
も
お
う
え
ん
し
て
く

れ
て
い
る
の
で
、が
ん
ば
っ
て
と
い
う
気

持
ち
で
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
放
送
し
ま

し
た
。

「
一
コ
ー
ス
、Ａ
さ
ん
。二
コ
ー
ス
、Ｂ
さ

ん
・・・
。」

自
分
で
は
走
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た

け
れ
ど
、み
ん
な
と
い
っ
し
ょ
に
が
ん

ば
っ
て
走
っ
て
い
る
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。思
い
出
に
残
る
運
動
会
で
し
た
。

　

私
は
、や
さ
し
い
言
葉
を
た
く
さ
ん

か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。や
さ
し
い
言

葉
を
か
け
て
も
ら
う
と
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
り
、心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。私

も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
も
な

り
ま
す
。だ
か
ら
、私
も
友
達
に
や
さ
し

く
し
た
い
で
す
。い
っ
ぱ
い
や
さ
し
い
言

葉
を
か
け
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

体
育
は
、私
に
と
っ
て
、う
れ
し
い
時

間
な
の
で
す
。

パソコン教室

ところ 講座名 内容 とき（11月） 定員 参加料 対象

深谷公民館
☎ 571‐0506

パソコン入門 パソコンの起動、日本語の入力 1日㈫
2日㈬

午前9時～
11時45分

先着
18人

各500円
（資料代）

パソコンの初歩から学び
たいかた

のんびり入力 文字入力のマスターとIMEパッ
ド・辞書の利用など

7日㈪
8日㈫

先着
18人

パソコン入門受講済み、
または同レベルのかた

年賀状作成 Wordのはがきウィザードを利用
して、年賀状の文面を作成

10日㈭ 先着
18人 日本語入力ができるかた

16日㈬

メール入門 メールの作成・送受信・返信、アドレ
ス帳の登録と利用、写真の添付など

21日㈪
22日㈫

先着
18人 日本語入力ができるかた

あて名印刷
に挑戦

Wordのはがき印刷機能で、はが
きのあて名面の印刷 5日㈯ 先着

12人 日本語入力ができるかた

■対象　市内在住か在勤者で、各対象要件を満たすかた　あい10月24日㈪午前9時から、参加料を添えて深谷公民館へ

■パティオ割引券をご利用ください　市民のかたに、市役所本庁舎・各総合支所・各公民館で2割引券を配布しています。
営業時間 入場料 注意

午前10時～午後9時
（最終入場は午後8
時15分）
※火曜日休館

一般＝1,000円
小・中学生＝500円

※10月１日から料金が改定されました。

オムツが取れていないお子さんや、水着を着用していないかたの入
場はできません。飲食物・撮影機器の持ち込みはできません。また、小
学校3年生以下のかたには、保護者の同伴が必要です。入れ墨やタ
トゥーを入れているかたは、ラッシュガードの着用をお願いします。

行事名 内容 とき 備考
November Fest
(収穫祭) 

コスモス・ハーブの摘み取りや、抽選
会、里芋・サツマイモ掘り体験など

11月3日㈷
午前9時～午後3時 ところ／グリーンパーク

グリーンパーク・パティオ（ 574‐ 5000）
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ
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問い合わせ 申し込み 電話 ファクス メール ホームぺージ

市ホームページ、市モバイルサイトからも、上記の内容をご覧いただけます
■ホームページ か 　■モバイルサイト Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
※相談日が祝休日・年末年始に当たる場合は、お休みになることがあります。

担当 内容 とき ところ

家庭児童相談 こども青少年課
☎574‐6646 家庭、育児、不登校などの相談 月～金曜日午前9時～午後4時 市役所北別館

家庭児童相談室

虐待防止ホットライン こども青少年課
☎574‐3000

虐待が疑われる子どもを見つ
けた場合は、ご連絡ください

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分 こども青少年課

子どもスマイルネット 子どもスマイルネット
☎048‐822‐7007

子ども（原則18歳未満）にか
かわる悩み電話相談

平日午前9時～午後9時30分
土・日曜日午前9時～午後5時 ‐

行政相談 市民課
☎574‐6633 行政に関する苦情など 毎月第2・3木曜日

午後1時30分～4時
市役所西別館
201会議室

法律相談 市民課
☎574‐6633

相続、離婚、金銭貸借、商取引な
どの法律に関する相談　予約制

火曜日、毎月第1木曜日
午後1時30分～4時

市役所西別館
201会議室

市民相談 市民課
☎574‐6633 市民生活に関する相談

月～金曜日午前9時30分～正午、
午後1時～4時30分
※受け付けは午後4時まで

市役所北別館
市民相談室

消費生活相談 市民課
☎574‐6633 商品契約に関する苦情など 月・水・木・金曜日

午前10時～正午、午後1時～4時
市役所西別館
消費生活センター

不動産無料相談 市民課
☎574‐6633

土地や建物の売買、賃貸な
ど、不動産に関する相談 毎月第1火曜日午前9時～正午 市役所西別館

会議室 

交通事故相談 県北部地域振興センター
☎521‐7300 交通事故に関する相談 月～金曜日午前9時～午後4時

※受け付けは午後3時30分まで
県北部地域振興
センター

教育相談 教育研究所
☎572‐9456

子どもの発達障害や、不登
校・いじめ・非行など、学校生
活上の不適応や悩みについ
ての相談

月～金曜日
午前9時～正午、午後1時～4時30分
※ファクス・メールは24時間受け付け
え0120‐4‐78374
おe-net@city.fukaya.saitama.jp

教育研究所

よろず人権相談 人権政策課
☎574‐6643

生活全般で感じた人権上の
困り事や悩みなどの相談

毎月10日・25日
午前10時～正午、午後1時～3時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

L・フォルテ
☎573‐4761

仕事・家庭・夫婦の悩みなど
の相談　予約制

毎月第2・4土曜日、第3水曜日
午前10時～午後5時

キララ上柴
ミーティングルーム1

税務相談 市民税課
☎574‐6637

税理士による税一般に関す
る相談

毎月20日午前10時～午後4時
※土・日曜日、祝休日の場合は翌開庁日

市役所西別館
会議室

内職・就職・求人相談 就職相談室
☎573‐1171

内職に関する仕事紹介、就職相
談、求人情報の提供　予約制

月･木曜日
午前10時～正午、午後1時～3時

キララ上柴
ミーティングルーム1

ふるさとハローワーク ふるさとハローワーク
☎551‐2501

ハローワーク求人情報の提
供、職業相談、職業紹介

月～金曜日
午前9時～午後5時

キララ上柴
ふるさとハローワーク

熊谷若者サポートステーション
☎520‐2170

就労についての悩みや困難
を抱えている若者と保護者の
ための相談　予約制

月～金曜日午前10時～午後6時
土曜日午前10時～午後6時

サポステ事務所（熊谷）
深谷シネマ内

結婚相談 社会福祉協議会
☎573‐6563 結婚に関する相談、紹介など 毎月第1木曜日、毎月第3日曜日

午後1時～3時（11月3日を除く）
ボランティア交流
センター

保健センター
☎575‐1101

未就学児とその保護者を対象
とした、身長・体重の測定、発
育・栄養・発達・子育ての相談
（希望者）
午後は予約制

10月12日㈬午前10時～11時30分
10月17日㈪午前10時～11時30分
10月18日㈫午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  3時
11月  7日㈪午前10時～11時30分
11月  8日㈫午前10時～11時30分
11月  9日㈬午前10時～11時30分
　　　　　  午後  1時～  3時

川本保健センター
おかべ子育て支援センター
花園保健センター

おかべ子育て支援センター
川本保健センター
花園保健センター

健康相談 保健センター
☎575‐1101

健康に関する相談
面接は予約制
※電話相談は随時

月～金曜日
午前8時30分～午後5時15分　 深谷市保健センター

こころの健康相談 保健センター
☎575‐1101

心の健康や病気、福祉制度な
どの相談　予約制

10月  6日㈭午前10時～11時40分
11月15日㈫午後  2時～  4時 深谷市保健センター

ひきこもり等相談室 こども青少年課
☎574‐6646

15～34歳までの引きこもり
などに関する相談　予約制

毎月第2・4水曜日午後1時～5時15分
※祝休日の場合は翌開庁日 ‐

エイズ相談・検査 熊谷保健所
☎523‐2811

エイズなどに関する相談と血
液検査　予約制

毎月第1木曜日午後1時30分～3時、
毎月第4火曜日午前10時～11時、午
後5時30分～6時30分

熊谷保健所

女性の悩み相談室

乳幼児相談

若者サポートステーション

図書館

ところ イベント名 内容 とき 備考

深谷図書館
☎571‐8210

ちいさい子
のための
おはなし会

絵本、紙芝居、手遊びなど
10月13日㈭
①午前10時30分～
②午前11時～

対象／0～3歳くらい
①②とも同じ内容です。

おはなし会
絵本、ストーリーテリング（語り）「世界で
一番きれいな声」、紙芝居「さつまのおい
も」など

10月22日㈯
午後1時30分～ 対象／幼児・小学校低学年

岡部図書館
☎585‐5968 おはなし会 絵本の読み聞かせ、紙芝居など 10月１5日㈯

午前１1時～ 対象／幼児・小学校低学年

川本図書館
☎583‐6250 おはなし会 絵本「はなかっぱとグチャットン」・「しゅく

だい」、紙芝居「ねずみきょう」、折り紙
10月8日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

花園図書館
（アクロス）
☎579‐1333

たまてばこ
（玉手箱）

1部：パネルシアターと映画「手ぶくろを
買いに」（15分）
2部：絵本、紙芝居、エプロンシアター、ス
トーリーテリング、手遊び、手品など

11月5日㈯
午後2時～ 対象／幼児・小学校低学年

■図書館休館日（4館共通）
　【10月】　3日㈪・11日㈫・14日㈮・17日㈪・24日㈪・31日㈪
　【11月】　4日㈮・  7日㈪・14日㈪・21日㈪・24日㈭・28日㈪
■秋の特別整理休館
　深谷図書館：11月16日㈬～20日㈰、岡部・川本・花園図書館：11月10日㈭～13日㈰
■秋の読書週間行事（4館共通）
　10月27日㈭～11月9日㈬まで、「今までにたくさん読まれた本・人気作家」をテーマに、資料の紹介・展示・貸し出しを行
います。

主な公共機関への連絡先と取扱時間

※広報ふかやは、点字版とテープ・ＣＤ版も発行しています。
　送付を希望されるかたは市社会福祉協議会(☎573‐6563)へご連絡ください。

市役所の連絡先 市役所窓口取扱時間

防災行政無線放送内容のご案内 火災（消防車の出動）の問い合わせ

■本庁舎（〠366‐8501深谷市仲町11‐1）
　☎571‐1211（代表）
■岡部総合支所（〠369‐0292深谷市岡2381‐1）
　☎585‐2211（岡部市民生活課）
■川本総合支所（〠369‐1192深谷市田中197）
　☎583‐2781（川本市民生活課）
■花園総合支所（〠369‐1293深谷市小前田2345）
　☎584‐1121（花園市民生活課）

●月～金曜日
　午前8時30分～午後5時15分（祝休日を除く）
●木曜日
市役所本庁舎1・2階の窓口業務は午後7時15分ま
で（ほかの機関との調整が必要なものについては、
一部取り扱えない業務があります）

テレホンサービス番号0180‐9
きゅうきゅうよぼうさい

9‐4431
※通話料のみで、情報料は掛かりません。

テレホンサービス番号0180‐99‐4944
※医療機関情報の問い合わせは指令課（☎571‐0119）へ
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指定日にお越しになれない場合、ご相談がある場合および問い合わせは、保健センターへご連絡ください。
下記の各事業（マタニティ教室を除く）の対象者へは、個別に通知を発送しています。

深谷 深谷市保健センター（☎575‐1101）

総合 総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

岡部 岡部保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

●
埼
玉
県
小
児
救
急
電
話
相
談「
♯
８
０
０
０
」

　

休
日
や
夜
間
の
子
ど
も
の
急
病
時
に
、経
験
豊
富
な
看
護
師

が
直
ち
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
必
要
が
あ
る
か
や
、家
庭
で

の
対
処
方
法
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
♯
８
０
０
０

　
　
　
　
　
　
（
N
T
T
の
プ
ッ
シ
ュ
回
線
、携
帯
電
話
）

　
　
　
　
　

☎
０
４
８
‐
８
３
３
‐
７
９
１
１

　
　
　
　
　
　
（
I
P
電
話
、ひ
か
り
電
話
、ダ
イ
ヤ
ル
回
線
）

相
談
時
間　

平
日（
月
〜
土
曜
日
）午
後
７
時
〜
11
時

休
日（
日
曜
日
、祝
休
日
、年
末
年
始
）午
前
９
時
〜

午
後
11
時

●
埼
玉
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

　

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、休
日
や
夜
間
な
ど
に
診

察
し
て
く
れ
る
医
療
機
関
が
分
か
ら
な
い
と
き
に
、24
時
間
体

制
で
受
診
可
能
な
医
療
機
関
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

電
話
番
号　

☎
０
４
８
‐
８
２
４
‐
４
１
９
９（
24
時
間
対
応
）

※
医
療
相
談
の
お
応
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
歯
科
・
口
腔
外
科
・
精
神
科
の
案
内
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
案
内
さ
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
、必
ず
そ
の

医
療
機
関
に
電
話
で
確
認
の
上
、出
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

●
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　

場
所
や
診
療
科
目
、時
間
な
ど
の
条
件
を
入
力
す
る
と
、県
内
約

１
万
か
所
の
医
療
機
関
や
薬
局
を
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

か「
埼
玉
県
医
療
機
能
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
」で
検
索

川本 川本保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

花園 花園保健センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）

とき 休日診療医院名 問い合わせ

11月  3日㈷ 正田眼科 ☎571‐1198

11月  6日㈰ 清水眼科医院 ☎581‐0378

11月  6日㈰ 矢部耳鼻咽喉科 ☎574‐3535

とき 休日診療医院名 問い合わせ

10月  2日㈰ 仲町診療所 ☎571‐2622

10月  9日㈰ 高橋眼科医院 ☎571‐0318

10月30日㈰ 石川アイクリニック ☎572‐6315

10月30日㈰ 花園耳鼻咽喉科医院 ☎584‐6512 事業名 対象者区域 会場 実施日時  対象者など

※「乳幼児相談」や「健康相談」などをご利用のかたは、23ページの「各種無料相談」をご覧ください。

10月  7日10月  7日㈮

午前9時20分～11時50分
おおむね妊娠中期（16～27週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

10月14日㈮

10月22日㈯

全区域
マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室マタニティ教室

花園

花園

※変更になる場合がありますので、受診される場合は事前に電話でご確認ください。
※携帯電話からもご確認いただけます。Ｂｈｔｔｐ：//ｍｏｂｉｌｅ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋａｙａ．ｓａｉｔａｍａ．ｊｐ/

　　　　　 10月  2日・  9日・10日・16日・23日・
　　　　　　　  30日
　　　　　 11月  3日・  6日・13日・20日・23日・
　　　　　　　  27日

　　　　　 午前9時～正午
　　　　　 （受け付け：午前9時～11時30分）
　　　　　 午後2時～5時
　　　　　 （受け付け：午後2時～  4時30分）

診療科目  内科・小児科

　　　　　 10月  1日・  2日・  8日・  9日・10日・15日・16日・22日・
　　　　　　　  23日・29日・30日
　　　　　 11月  3日・  5日・  6日・12日・13日・19日・20日・23日・
　　　　　　　  26日・27日

　　　　　 午後7時～10時
　　　　　 （受け付け：午後7時～9時30分）

　　　　　　

　　　　　 小児科・内科（こども）

診療日 診療日

診療時間 診療時間

診療科目

※診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町62‐2・☎573‐7723）です。
※日時は、携帯電話からもご確認いただけます。Ｂhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/ 10月13日㈭

（受け付け：午後1時～2時）

平成22年3月  1日～3月17日生まれ

10月27日㈭ 平成22年3月18日～3月31日生まれ

11月10日㈭ 平成22年4月  1日～4月15日生まれ

深谷

1歳6か月児
健康診査 深谷

10月20日㈭

（受け付け：午後1時～1時30分）

平成23年5月27日～6月  5日生まれ

10月25日㈫ 平成23年6月  6日～6月15日生まれ

11月  1日㈫ 平成23年6月16日～6月28日生まれ

10月19日㈬ （受け付け：午後1時～2時） 平成23年5月・6月生まれ

深谷

4か月児4か月児
健康診査 深谷深谷

川本川本/花園

10月12日㈬

（受け付け：午後1時～2時） 初回：平成22年11月～平成23年1月生まれ
追加：平成22年5月～7月生まれ

10月14日㈮

10月17日㈪

10月18日㈫

10月19日㈬

10月13日㈭

ポリオ予防接種

総合

川本川本/花園

深谷/岡部

10月24日㈪

（受け付け：午後1時～2時）

平成20年3月15日～3月31日生まれ

11月  2日㈬ 平成20年4月  1日～4月15日生まれ

10月21日㈮ 平成20年3月・4月生まれ

3歳児
健康診査 深谷深谷

川本川本/花園

10月21日㈮

（受け付け：
　午後1時～1時30分）

平成23年6月16日～7月15日生まれ10月24日㈪

10月26日㈬

11月  4日㈮ 平成23年7月生まれ

BCG予防接種
総合

川本川本/花園

深谷/岡部

離乳食教室離乳食教室離乳食教室 10月11日㈫
（受け付け：
　午前9時45分～10時）

おおむね3～5か月児
※1週間前までに要電話予約
（保育を希望されるかたは、予約時にご相談
ください）11月  4日㈮

深谷全区域
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◆以下の事業は予約制です。 10月18日㈫午前9時から電話でお申し込みいただけます。

◆以下の事業は予約不要です。各会場に直接お越しください。

事業名 内容 会場・日時 対象 定員 参加料 受付

事業名 内容 会場・日時 対象

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

桜ヶ丘子育て支援センター
11月2日㈬・16日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半以上児と保
護者

各日先着
20組 無料

桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。

11月9日㈬
午前10時30分～１１時30分

１歳半未満児と保
護者

お誕生会（童歌で遊ぼう） 11月30日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

わくわく教室
親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

藤沢子育て支援センター
11月2日㈬・16日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

11月9日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者

お誕生会 11月30日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

おかべ子育て支援センター
11月2日㈬・16日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

11月9日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 11月30日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

明戸子育て支援センター
11月2日㈬・16日㈬
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

11月9日㈬
午前10時30分～11時30分

1歳半以上児と保
護者

お誕生会 11月30日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

親子でたっぷりスキンシッ
プを取って遊べるひととき
です

豊里子育て支援センター
11月2日㈬・9日㈬・16日㈬
午前10時30分～１１時30分 未就学児と保護者

お誕生会 11月30日㈬
午前10時30分～１１時30分

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです

藤沢子育て支援センター
11月4日㈮・18日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

11月11日㈮・25日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

おかべ子育て支援センター
11月4日㈮・18日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

11月11日㈮・25日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

明戸子育て支援センター
11月4日㈮・18日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半以上児と保
護者

11月11日㈮・25日㈮
午前10時30分～１１時30分

1歳半未満児と保
護者

豊里子育て支援センター
毎週金曜日
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者

おはなし教室
豊かな心をはぐくむ絵本
の読み聞かせです 桜ヶ丘子育て支援センター

11月4日㈮・18日㈮
午前10時30分～11時30分

1歳半未満児と保
護者 各日先着

20組 無料
桜ヶ丘子育て支援センター
※徒歩・自転車などでお
越しのかたは、予約不要
です。11月11日㈮・25日㈮

午前10時30分～１１時30分
1歳半以上児と保
護者

給食体験
給食を食べながら、栄養
士が食事や栄養について
相談に応じます

おかべ育て支援センター
11月1日㈫
午前11時～正午

離乳食を終了し
ている未就学児と
保護者

先着  7組
親
300円
子
250円

おかべ育て支援センター

広場
事業のない時間、子育て
支援センターを開放して
います

各子育て支援センター
毎週火～土曜日午前9時～正
午・午後2時30分～4時30分
（詳しくはお問い合わせください）

未就学児と保護者

ハートフル広場
お子さんの発達について、
保健師がアドバイスします

豊里子育て支援センター
11月15日㈫
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

パワフルランド
わくわく・おはなし教室が、
はたらふれあい館でも楽
しめます

はたらふれあい館
11月17日㈭
午前10時30分～11時30分

未就学児と保護者

● 桜ヶ丘子育て支援センター ☎574 ̶ 8002
● 藤沢子育て支援センター ☎551 ̶ 5055
● 明戸子育て支援センター ☎573 ̶ 5115

● 豊里子育て支援センター ☎587 ̶ 1170
● おかべ子育て支援センター ☎585 ̶ 4101

問

育児相談
子育ての悩みを一緒に考
えましょう

各子育て支援センター
毎週火～土曜日
午前8時30分～午後5時
(随時相談に応じます）

未就学児と保護者

毎日頑張っている皆さん、
一緒に癒やしのひとときを
過ごしましょう！

桜ヶ丘子育て支援センター
11月10日㈭
午前10時30分～１１時30分

未就学児の保護者
（１歳半以上児は
保育します）

先着20人
（託児は先
着15人）

無料 桜ヶ丘子育て支援センター
ハンドアロマ
マッサージ教室

親子コンサート
親子で歌ったり踊ったり、
楽しいひとときを過ごしま
しょう

みらい幼児園おかべ
11月26日㈯
午前10時30分～１１時30分

未就学児と保護者 各先着24組
（計120組） 無料 各子育て支援センター

ヨガ教室
ヨガで子育ての疲れをリフ
レッシュしませんか？ おかべ子育て支援センター

11月19日㈯
午前10時30分～１１時30分

未就学児の保護者 先着20人 無料 おかべ子育て支援センター

リズムに合わせて、親子で
楽しく身体を動かしましょう 藤沢子育て支援センター

11月17日㈭
午前10時30分～１１時30分

１歳半未満児と保
護者 先着20組 無料 藤沢子育て支援センター

ベビービクス

赤
ち
ゃ
ん
の
う
ん
ち

　
う
ん
ち
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
赤

ち
ゃ
ん
の
う
ん
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
な
表
情

を
持
っ
て
い
ま
す
。

●
う
ん
ち
の
色
　
栄
養
方
法
や
月
齢
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
黄
色
〜
茶
色
だ

け
で
な
く
、
緑
色
の
う
ん
ち
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
う
ん
ち
が
腸
の
中
で

空
気
と
混
ざ
る
た
め
で
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
、
病
気
が
隠

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
小

児
科
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

1
赤
色
う
ん
ち
　
肛
門
に
近
い
部
分
の
出

血
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
抗
生
物
質
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
内
服
後
に
赤
い
う
ん
ち
が

出
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2
黒
色
う
ん
ち
　
血
液
が
胃
酸
と
混
ざ
る

と
、
う
ん
ち
が
黒
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
。
貧

血
で
鉄
剤
を
飲
ん
で
い
る
場
合
も
黒
い
う

ん
ち
が
出
ま
す
。

3
白
色
う
ん
ち
　
肝
臓
か
ら
出
る
胆
汁
の

分
泌
量
が
少
な
い
た
め
に
出
る
胆
道
閉
鎖

症
や
新
生
児
肝
炎
が
考
え
ら
れ
る
場
合
に

は
、
早
急
に
受
診
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

頻
回
の
下
痢
を
伴
う
場
合
に
は
、
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
腸
炎
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
う
ん
ち
の
回
数
　
回
数
が
少
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
便
秘
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
形

状
は
軟
ら
か
く
、
母
乳
・
ミ
ル
ク
の
飲
み

や
食
欲
が
良
好
で
あ
り
、
お
な
か
が

張
っ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
コ
ロ
コ
ロ
の
硬
い
う
ん
ち
が
続
い
た

り
、
肛
門
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
不
機

嫌
な
場
合
は
一
度
小
児
科
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。



　エレガントな空間で、優雅な時を過ごして
みませんか？教室の後には、ケーキとお茶を
楽しみます。

とき　10 月 31 日㈪ 午後 1時～ 3時
ところ　ラヴィス・ヴィラ・スィート
参加料　3,000 円（材料費・お茶代などを含む）
定員　先着20人　※エプロン・筆記用具をお持ちください。
申し込み　10月 8日㈯から、電話でふかや緑の王国へ

　たそがれから浮かび上がる燃えるよう
な紅葉を味覚とともに楽しみませんか。
とき　11 月 15 日㈫午後 2時 30 分～ 8
時（集合＝午後 2時 30 分・深谷ビッグ
タートル第 2駐車場）
参加料　2,000 円（入園料・保険料・夕
食代を含む）
定員　先着 60人
申し込み　10 月 8 日㈯から、電話でふ
かや緑の王国へ

　秋の味覚「さつま芋・里芋」を家族やグルー
プで収穫してみませんか。
とき　10月 29 日㈯ 午前 10 時～正午
ところ　ふかや緑の王国（小雨決行）
参加料　300 円　定員　先着 20組
申し込み　10 月 8 日㈯から、電話でふかや
緑の王国へ

星
ほしの

野 学
まなぶ

 先生

花を愛し、人を愛し、地域を愛するまちづくり !!

GARDENCITYNEWS
自然と人間が共生できるまちづくり

ガーデンシティふかや推進室［ふかや緑の王国・深谷市櫛引24（花植木流通センター隣）］☎551‐5551
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「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
Ｃhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

メール配信サービス
登録受け付け中

●市からのお知らせ　●災害・防災情報　●防災行政無線情報　●火災情報
Ｂ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

↑登録はこちらから


